
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

一
五

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

田
　
口
　
暢
　
之

は
じ
め
に

　
『
遠
島
百
首
』
は
後
鳥
羽
院
が
配
所
の
隠
岐
に
お
い
て
詠
ん
だ
百
首
歌
で
、
田
村
柳
壹
氏
は
約
六
〇
本
を
調
査
し
、
五
類
に
分
類
し
た
１
。

現
在
で
は
鎌
倉
中
期
写
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
を
は
じ
め
、
七
〇
本
ほ
ど
の
伝
本
が
知
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
田
村
氏
の
分
類
が
適
用

で
き
る
。
そ
の
三
類
と
四
類
に
は
古
注
が
付
さ
れ
た
伝
本
も
あ
る
。
三
類
の
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
伏
・
一
八
八
。
以
下
「
書
陵
部
本
」）

と
、
四
類
甲
の
版
本
「
後
鳥
羽
院
御
百
首
抄
」、
お
よ
び
四
類
乙
の
続
群
書
類
従
本
（
巻
三
百
八
十
六
）
の
三
種
で
あ
る
２
。
い
ず
れ
の

古
注
も
奥
書
や
識
語
を
持
た
ず
、
成
立
年
や
加
注
者
な
ど
は
未
詳
で
あ
る
。

　

従
来
、
三
類
の
中
で
古
注
を
持
つ
伝
本
は
前
掲
の
貞
清
親
王
筆
の
書
陵
部
本
（
雑
一
首
を
欠
く
）
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
鶴
見
大
学
図
書
館
に
も
一
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
（
以
下
「
鶴
見
大
学
本
」）、
こ
ち
ら
は
欠
脱
の
な
い
完
本
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

鶴
見
大
学
本
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
が
、
書
陵
部
本
を
相
対
化
す
る
伝
本
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
の
配
列
が
部
分

的
に
異
な
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
鶴
見
大
学
本
の
全
文
を
翻
刻
し
、
書
陵
部
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
す
る
。



一
六

【
表
紙
】

【
最
終
丁
裏
】

【
蔵
書
印
】

【
前
遊
紙
表
】

【
一
丁
表
】

【
蔵
書
印
（
上
下
反
転
さ
せ
た
も
の
）】



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

一
七

一
、
鶴
見
大
学
本
の
書
誌

鶴
見
大
学
本
の
書
誌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

登
録
番
号
：
一
三
四
四
六
七
一
。
袋
綴
一
冊
。〔
江
戸
中
期
〕
写
。
表
紙
は
前
表
紙
の
み
現
存
。
縹
色
卍
字
繋
地
牡
丹
唐
草
文
様
型

押
表
紙
（
表
面
の
縹
色
の
紙
は
ほ
と
ん
ど
剥
が
れ
た
状
態
）。
縦
二
七
・
三
糎
×
横
二
〇
・
一
糎
。
外
題
、
表
紙
左
肩
に
「
遠（
マ
マ
）鳴

百

首
抄
」、
表
紙
右
下
に
も
「
遠（
マ
マ
）鳴

集
」
と
本
文
別
筆
で
打
付
書
。
ま
た
、
最
終
丁
裏
中
央
に
「
遠（

マ
マ
）鳴

百
首
抄
」（
表
紙
外
題
と
同
筆
。

本
文
と
は
別
筆
）。
内
題
、
い
ず
れ
も
本
文
同
筆
で
前
遊
紙
表
左
肩
に
「
遠
嶋
百
首
抄
」、
本
文
冒
頭
に
「
遠
嶋
百
首　

後
鳥
羽
院
御

製
」。
本
文
料
紙
、
楮
紙
（
打
紙
）。
二
八
丁
（
う
ち
前
遊
紙
一
丁
）。
毎
半
葉
一
一
行
。
和
歌
一
首
二
行
書
き
（
上
句
末
で
改
行
し
、

一
字
下
げ
で
下
句
を
書
き
始
め
る
）。
注
は
二
字
下
げ
。
字
高
、
和
歌
は
約
一
九
・
四
糎
、
注
は
約
二
〇
・
五
糎
。
蔵
書
印
、
一
丁

表
右
上
に
内
題
の
「
遠
嶋
百
」
の
文
字
と
重
な
る
形
で
、
ま
た
上
下
逆
さ
ま
に
捺
さ
れ
る
。
印
記
の
一
字
目
は
「
芳
」
か
（
石
澤
一

志
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
画
像
参
照
）。
縦
四
・
〇
糎
×
横
二
・
三
糎
、
朱
、
陽
刻
、
単
枠
。
後
藤
重
郎
氏
旧
蔵
。
な
お
、
表
紙
と

前
遊
紙
表
の
右
下
に
は
外
題
と
同
筆
で
「
黒
田
」
の
署
名
あ
り
。

一
オ
～
二
二
ウ
に
『
遠
島
百
首
』。
二
三
オ
～
同
ウ
に
四
首
の
付
載
歌
。
こ
れ
は
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
森
文
庫
本
（
Ｗ
九
一
一
・
一
／

コ
ト
）
な
ど
に
も
見
え
る
３
。
二
四
オ
～
二
六
オ
に
「
御
所
の
長
哥
」、
二
六
ウ
～
二
七
オ
に
七
首
の
付
載
歌
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
他
出
が
見
出
せ
な
い
。
後
鳥
羽
院
の
真
作
か
否
か
も
含
め
、
今
後
、
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
付
載
歌
も
含
め
、
本
文
は

一
筆
で
あ
る
。



一
八

二
、
書
陵
部
本
の
脱
落
歌

　

書
陵
部
本
で
は
雑
部
の
八
四
番
歌
と
そ
の
注
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
４
（
傍
線
は
私
意
。
以
下
同
）。

夕
月
夜
入
江
に
し
ほ
や
み
ち
ぬ
ら
ん
芦
の
う
き
は
の
田
鶴
の
も
ろ
ご
ゑ

ち
ど
り
の
な
く
を
さ
夜
更
が
た
に
き
か
ん
と
お
ぼ
し
め
し
け
れ
ば
、

磯
の
松
風
に
ま
が
ひ
て
、
さ
だ
か
に
も
な
し
。
鵆
の
お
ほ
く
さ

だ
か
に
き
こ
ゆ
べ
き
を
、
独
や
き
つ
る
、
松
風
に
ま
よ
ふ
と
也
。

こ
れ
は
和
歌
と
注
の
内
容
が
合
致
し
て
お
ら
ず
、
転
写
の
過
程
で
八
五
番
歌
が
脱
落
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
た
５
。
実
際
、
鶴
見
大
学
本

で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

夕
月
よ
入
江
に
し
ほ
や
み
ち
ぬ
ら
ん

あ
し
の
う
き
葉
の
た
づ
の
も
ろ
声

お
き
の
う
み
ひ
と
り
や
き
つ
る
さ
夜
千
鳥

鳴
音
に
ま
が
ふ
磯
の
松
風

千
鳥
の
な
く
を
よ
ふ
け
が
た
に
き
か
ん
と
お
ぼ
し

め
し
け
れ
ば
、
い
そ
の
松
風
に
ま
が
ひ
て
さ
だ
か
に

な
し
。
千
鳥
お
ゝ
く
さ
だ
か
に
き
こ
え
、
な
を
ひ

と
り
や
き
つ
る
、
松
風
に
ま
が
ふ
と
な
り
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
書
陵
部
本
の
脱
落
と
確
定
で
き
る
。
し
か
し
、
傍
線
部
は
書
陵
部
本
の
本
文
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
鶴
見
大
学
本
で
は
、



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

一
九

千
鳥
の
声
を
「
定
か
に
な
し
」
と
述
べ
た
直
後
に
「
定
か
に
聞
こ
え
」
と
続
け
る
点
、
ま
た
「
千
鳥
多
く
」
と
述
べ
な
が
ら
「
独
り
や
来

つ
る
」
と
続
け
る
点
が
不
審
で
あ
る
。
強
い
て
解
釈
す
れ
ば
、「
千
鳥
の
声
が
松
風
の
音
に
紛
れ
、
は
っ
き
り
し
な
い
。（
し
か
し
）
千
鳥

の
声
は
多
く
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
、
や
は
り
「
千
鳥
だ
け
が
来
た
の
か
、
ま
た
は
松
風
の
音
に
紛
れ
て
い
る
の
か
」
と
詠
ん
だ
」
と
な
ろ

う
か
。
す
な
わ
ち
、
作
中
主
体
の
耳
に
聞
こ
え
て
く
る
の
は
千
鳥
の
声
そ
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
に
似
た
松
風
の
音
な
の
か
、
判
断
に
迷

っ
て
い
る
と
い
う
説
明
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
分
か
り
に
く
い
文
脈
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
書
陵
部
本
の
「
聞
こ
ゆ
べ
き
」
な
ら
ば
、
和
歌
で
は
一
般
的
に
千
鳥
が
群
集
し
て
鳴
く
様
子
を
多
く
詠
む
の
で
、
そ
れ
を
前
提

に
「
千
鳥
の
声
が
松
風
の
音
に
紛
れ
、
は
っ
き
り
し
な
い
。（
本
来
な
ら
ば
）
千
鳥
の
声
は
多
く
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
は
ず
で
あ
る
の

を
、「
千
鳥
が
一
羽
で
来
た
の
か
、
ま
た
は
松
風
の
音
に
紛
れ
て
い
る
の
か
」
と
詠
ん
だ
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
ろ
う
。
千
鳥
の
声
が
は

っ
き
り
し
な
い
の
は
千
鳥
が
「
ひ
と
り
」
で
あ
る
か
ら
か
、
ま
た
は
松
風
の
音
に
紛
れ
て
い
る
か
ら
か
と
怪
し
ん
だ
と
い
う
解
釈
で
、
鶴

見
大
学
本
よ
り
分
か
り
や
す
い
。
ほ
か
の
注
意
す
べ
き
異
同
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

三
、
鶴
見
大
学
本
の
配
列

鶴
見
大
学
本
と
書
陵
部
本
で
は
雑
歌
の
配
列
が
異
な
っ
て
い
る
。
三
類
の
伝
本
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
６
。

〔
有
注
の
三
類
本
〕

・
鶴
見
大
学
本

・
書
陵
部
本
（
前
述
）

〔
無
注
の
三
類
本
〕



二
〇

①
上
田
市
図
書
館
花
月
文
庫
蔵
「
後
鳥
羽
院
遠
嶋
百
首
」（
和
歌
・
六
八
）

②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
後
鳥
羽
院
御
製
」（
Ｂ
七
・
三
一
）

③
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
「
後
鳥
羽
院
御
製
」（
一
〇
一
三
八
・
井
）

④
島
根
大
学
図
書
館
蔵
「
後
鳥
羽
院
御
製
百
首
」（1396504

）
島
根
県
師
範
学
校
郷
土
室
旧
蔵
。

⑤
水
無
瀬
神
宮
本
（『
水
無
瀬
神
宮
文
書
』
所
収
）

⑥
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
「
後
鳥
羽
院
遠
嶋
百
首
御
哥
」（
イ 04 00696 212

）

し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
こ
の
八
本
の
配
列
を
比
較
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
③
～
⑤
は
②
と
同
じ
奥
書
を
持
つ
「
同
一
系
統
本
」
な

の
で
７
、
こ
こ
で
は
①
②
⑥
を
取
り
上
げ
る
（
次
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
。
鶴
見
大
学
本
の
雑
歌
の
初
句
（
初
句
が
同
じ
場
合
は
二
句
の
数
文

字
）
を
掲
げ
、
他
本
の
配
列
が
異
な
る
部
分
の
み
を
同
様
に
記
す
）。
結
局
、
鶴
見
大
学
本
と
書
陵
部
本
は
「
う
し
と
だ
に
」
歌
の
位
置

を
異
に
す
る
の
み
で
あ
る
。
三
類
の
中
で
は
書
陵
部
本
の
「
う
し
と
だ
に
」
歌
の
位
置
が
や
や
特
殊
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
①
②
⑥
巻
軸
の
「
か
ぎ
り
あ
れ
ば
」
歌
は
三
類
の
有
注
本
で
は
秋
部
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
②
の
「
お
き
わ
び
ぬ
」
歌

は
他
本
の
「
な
ま
じ
ひ
に
」
歌
に
対
応
す
る
改
作
歌
で
あ
る
が
、「
お
き
わ
び
ぬ
」
の
句
は
一
類
本
の
本
文
と
合
致
す
る
。
つ
ま
り
、
②

は
部
分
的
に
一
類
本
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
①
⑥
は
雑
部
の
配
列
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
が
、
百
首
全
体
を

比
較
す
る
と
、
⑥
の
本
文
は
②
に
近
い
一
方
、
五
類
の
特
有
歌
を
も
有
す
る
点
で
「
混
態
的
性
格
の
強
い
」
本
と
指
摘
さ
れ
る
８
。
こ
の

よ
う
に
、『
遠
島
百
首
』
の
配
列
や
本
文
は
複
雑
な
関
係
に
あ
り
、
三
類
以
外
の
諸
本
と
の
比
較
も
必
要
と
な
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
同
じ
く
有
注
本
を
含
む
四
類
を
比
較
す
る
。
四
類
は
甲
乙
に
細
分
さ
れ
、
甲
本
に
は
版
本
、
大
阪
大
学
国
文
学
研
究
室
本
９
、

乙
本
に
は
続
群
書
類
従
本
・
蓬
左
文
庫
本
・
三
手
文
庫
本
な
ど
が
属
す

10

。
比
較
す
る
と
、
四
類
の
配
列
は
三
類
の
無
注
本
に
近
い
こ
と

が
分
か
る
。
雑
の
後
半
部
は
四
類
乙
本
が
や
や
三
類
の
有
注
本
に
近
い
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
「
う
し
と
だ
に
」
歌
の
位
置
が
異
な
り
、



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

二
一

ま
た
「
か
ぎ
り
あ
れ
ば
」
歌
が
秋
部
で
な
く
雑
部
に
含
ま
れ
る
点
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
比
べ
れ
ば
、
有
注
本
を
含
む
三
・
四
類

全
体
の
中
で
は
、
鶴
見
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
配
列
上
の
相
違
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

【
鶴
見
大
本
】　　

【
書
陵
部　

有
注
】　　
【
①
花
月
・
⑥
早
大
】　　
【
②
書
陵
部　

無
注
】　　
【
四
類
甲
】　　
　
【
四
類
乙
】

い
に
し
へ
の

と
へ
か
し
な
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ま
じ
ひ
に　
　
　
　
　

お
き
わ
び
ぬ　
　
　
　
　

な
ま
じ
ひ
に　
　

な
ま
じ
ひ
に

な
ま
じ
ひ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
へ
か
し
な
雲　
　
　
　

と
へ
か
し
な
雲　
　
　
　

と
へ
か
し
な
雲　

と
へ
か
し
な
雲

藻
塩
や
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
も
め
な
く

か
も
め
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藻
塩
や
く

波
間
わ
け

潮
風
に

里
遠
み

長
き
夜
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
は
る
る
も　
　
　
　
　

と
は
る
る
も　
　
　
　
　

と
は
る
る
も　
　

と
は
る
る
も

と
は
る
る
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
き
夜
を　
　
　
　
　
　

長
き
夜
を　
　
　
　
　
　

長
き
夜
を　
　
　

長
き
夜
を

暁
の

と
に
か
く
に
つ
ら
き

過
ぎ
に
け
る

夕
月
夜

お
き
の
海　
　
　
　
（
脱
落
）



二
二

日
に
そ
へ
て

何
と
な
き

人
心

よ
そ
ふ
べ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ほ
の
う
ら
の　
　
　
　

み
ほ
の
う
ら
の　
　
　
　

み
ほ
の
う
ら
を

晴
れ
や
ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ
ふ
べ
き　
　
　
　
　

た
と
ふ
べ
き　
　
　
　
　

よ
そ
ふ
べ
き

み
ほ
の
海
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴
れ
や
ら
ぬ　
　
　
　
　

晴
れ
や
ら
ぬ　
　
　
　
　

晴
れ
や
ら
ぬ

う
し
と
だ
に　
　
　

我
こ
そ
は　
　
　
　
　

う
し
と
だ
に　
　
　
　
　

う
し
と
だ
に　
　
　
　
　

う
し
と
だ
に　
　

我
こ
そ
は

我
こ
そ
は　
　
　
　

思
ふ
こ
と　
　
　
　
　

こ
と
づ
て
ん　
　
　
　
　

こ
と
づ
て
ん　
　
　
　
　

こ
と
づ
て
ん　
　

思
ふ
人

思
ふ
こ
と　
　
　
　

こ
と
づ
て
ん　
　
　
　

と
に
か
く
に
人　
　
　
　

と
に
か
く
に
人　
　
　
　

と
に
か
く
に
人　

こ
と
づ
て
ん

こ
と
づ
て
ん　
　
　

と
に
か
く
に
人　
　
　

ふ
る
さ
と
の　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
の　
　
　
　
　

思
ふ
人　
　
　
　

う
し
と
だ
に

と
に
か
く
に
人　
　

ふ
る
さ
と
の　
　
　
　

思
ふ
人　
　
　
　
　
　
　

思
ふ
人　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
に　
　

と
に
か
く
に
人

ふ
る
さ
と
の　
　
　

う
し
と
だ
に　
　
　
　

我
こ
そ
は　
　
　
　
　
　

我
こ
そ
は　
　
　
　
　
　

我
こ
そ
は　
　
　

ふ
る
さ
と
の

同
じ
世
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ぎ
り
あ
れ
ば　

か
ぎ
り
あ
れ
ば

な
び
か
ず
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
じ
世
に　
　
　

同
じ
世
に

と
へ
か
し
な
大
宮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ぎ
り
あ
れ
ば　
　
　
　

か
ぎ
り
あ
れ
ば　
　
　
　

な
び
か
ず
は　
　

な
び
か
ず
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
へ
か
し
な
大
宮

※
四
類
甲
は
雑
歌
が
三
十
一
首
あ
る
。



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

二
三

四
、
鶴
見
大
学
本
の
異
本
注
記

　

鶴
見
大
学
本
を
書
陵
部
本
と
比
較
し
た
と
き
に
目
立
つ
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
異
本
注
記
の
多
さ
で
あ
る
。
書
陵
部
本
の
異
本
注
記
は

数
箇
所
に
限
ら
れ
る
が
、
鶴
見
大
学
本
に
は
和
歌
を
中
心
に
多
く
の
異
本
注
記
が
あ
る
。
一
覧
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
鶴

見
大
学
本
の
本
文
を
示
し
、
異
本
注
記
の
あ
る
箇
所
が
書
陵
部
本
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
示
す
。
※
印
に
は
書
陵
部
本
と
一

致
し
な
い
本
文
ま
た
は
異
本
注
記
が
『
遠
島
百
首
』
の
ど
の
系
統
の
本
文
と
合
致
す
る
か
を
記
す
。
前
述
の
と
お
り
、『
遠
島
百
首
』
の

本
文
は
複
雑
で
、
同
系
統
内
に
お
い
て
す
ら
異
同
が
あ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
大
ま
か
な
目
安
と
し
て
『
古
典
文
庫
』
所
収

の
一
類
・
二
類
・
四
類
甲
本
、『
続
群
書
類
従
』（
四
類
乙
）、
ま
た
二
類
に
分
類
さ
れ
る
も
の
の
、『
古
典
文
庫
』
底
本
の
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
本
と
は
や
や
距
離
の
あ
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
29
中
世
私
家
集
五
』
の
影
印
、
お
よ
び
そ
の
転
写
本

で
あ
る
書
陵
部
本
（
一
五
〇
・
三
二
〇
）
参
照
。
以
下
「
時
雨
亭
本
」）、
ま
た
五
類
の
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
七
家
歌
集
」
所
収

「
後
鳥
羽
院
遠
嶋
御
百
首
」（4-23

・
シ
・18

）
の
本
文
を
参
照
し
た

11

。
こ
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
場
合
は
「
ナ
シ
」
と
記
す
。

Ａ
、
鶴
見
大
学
本
の
本
行
本
文
が
書
陵
部
本
と
一
致
す
る
例

５　

里
人
の
す
そ
野
ゝ
ゆ
き
を
ふ
み
わ
け
て
た
ゝ
我
た
め
にと
イ

わ
か
な
つ
む
こ
ろ

にと
イ

―
に　
　

※
「
と
」
は
一
・
二
・
四
類
甲
・
五
類
。
四
類
乙
「
にと

イ

」。
時
雨
亭
本
、
当
該
歌
ナ
シ
。

11　

浦
山
し
な
か
き
日
影
の
春
もに
あ
ひ
ぬ
イ

あ
ひ
て
い
せ
を
の
あ
ま
もの
イ

袖
や
ほ
す
ら
ん

あ
ま
もの
イ

―
海
士
も　

※
「
の
」
は
一
類
の
一
部
伝
本
。



二
四

13　

お
の
れ
の
み
春あ
へ
る
春
に
も
と
イ

に
あ
ふ
か
と
お
も
ふ
に
も
み
ね
の
さ
く
ら
の
色
そ
も
の
う
き

春あ
へ
る
春
に
も
と
イ

に
あ
ふ
か
と
―
春
に
あ
ふ
か
と

※
「
あ
へ
る
春
に
も
と
」
ナ
シ
。
時
雨
亭
本
「
あ
ふ
か
は
る
に
は
と
」。
五
類
「
春あ
ふ
春
に
も
と
イ

に
あ
ふ
か
と
」。
一
類
は
改
作
。

14　

春
雨
にも
イ

花
の
と
た
へ
そ
袖
に
も
る
さ
く
ら
つ
ゝ
きし
イ

の
山
の
下
み
ち

にも
イ

―
に　

※
「
も
」
は
一
・
二
・
四
類
甲
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。

つ
ゝ
きし
イ

―
つ
ゝ
き　

※
「
し
」
は
ナ
シ
。

15　

な
か
む
れ
は
月
や
は
有
し
月
やな

ら

ぬ

イ

あ
ら
ぬ
う
き
身
そ
も
と
の
春
に
か
は
れ
る

月
やな

ら

ぬ

イ

あ
ら
ぬ
―
月
や
あ
ら
ぬ　

※
「
な
ら
ぬ
」
は
一
・
二
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。
四
類
甲
「
なや
あ
ら
ぬ
イ

ら
ぬ
」、
四
類
乙
「
はや
イ

あ
ら
ぬ
」。

17　

宿
か
ら
む
か
た
の
ゝ
み
の
ゝ
か
り
こ
ろ
も
日
も
夕
く
れ
の
は
な
の
下
か
けせ
イ

は
な
の
下
か
けせ
イ

―
花
しの

た
陰

※
「
せ
」
は
二
類
。
四
類
甲
は
「
夕
風
」。
時
雨
亭
本
「
ゆ
ふ
か
け
」。
五
類
、
五
句
「
み花

の

夕

影

イ

ね
の
あ
ら
し
に
」

20　

物
お
も
ひふ
イ

に
過
る
月
日
は
し
ら
ね
と
も
春
や
く
れ
ぬ
とる
み
ね
の
さ
わ
ら
ひ
イ

き
し
の
や
ま
吹

お
も
ひふ
イ

―
お
も
ひ　

※
「
ふ
」
は
一
・
二
・
四
類
甲
乙
・
五
類
。

く
れ
ぬ
とる
み
ね
の
さ
わ
ら
ひ
イ

き
し
の
や
ま
吹
―
暮
ぬ
る
岸
の
山
吹　

※
「
み
ね
」
は
一
類
。
二
類
「
山藤

な
み
イ

ふ
き
」。
時
雨
亭
本
「
藤
な
み
」。

26　

い
ま
は
と
て
そ
む
き
は
て
つて
し
イる

世
の
中
に
な
に
と
か
た
ろ
ふ
山
ほ
と
ゝ
き
す

つて
し
イる
―
つ
る　

※
「
て
し
」
は
二
類
・
時
雨
亭
本
。
一
類
は
「
て
き
」
ま
た
は
「
に
き
」。
四
類
乙
・
五
類
「
ぬ
る
」。

29　

な
に
は
え
や
あ
ま
の
た
く
な
は
もた
き
イえ

わ
ひ
て
煙
も
し
め
る
五
月
雨
の
こ
ろ

もた
き
イえ

―
も
え　

※
「
た
き
」
は
二
類
・
時
雨
亭
本
。
一
類
は
「
焼
」。
四
類
乙
「
焼も
え
イ」。



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

二
五

30　

し
た
く
ゆ
る
む
か
ひ
の
森岡
イ

の
蚊
遣
火
に
思
ひ
も
え
そ
ひ
行
ほ
た
る
か
な

森岡
イ

―
森　

※
「
岡
」
は
五
類
。

38　

秋
さ
れ
は
い
と
ゝ
お
も
ひ
のを
イ

ま
し
は
か
る
こ
の
さ
と
人
も
袖
のや
イ

露
け
き

のを
イ

―
の　

※
「
を
」
は
二
・
四
類
甲
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。
一
類
「
も
」。

のや
イ

―
の　

※
「
や
」
は
一
・
二
・
四
類
甲
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。

40　

故
郷
を
わ
か
れ
ち
に
お
ふ
る
く蔦

イす
の
は
の
風
は
ふ
け
と
も
か
へ
る
世
も
な
し

く蔦

イす
―
葛　

※
「
蔦
」
は
一
類
の
一
部
伝
本
。

42　

い
か
に
せ
ん
く蘿

イす
は
ふ
松
の
と
き
の
ま
も
う
ら
み
て
ふ
か
ぬ
秋
風
そ
な
き

く蘿

イす
―
く
す　

※
「
蔦
」
は
一
類
の
一
部
伝
本
。

44　

な
き
ま
さ
る
わ
か
涙
に
や
色
かま
さ
イは
る
物
お
も
ふ
や
と
の
庭
の
む
ら
萩

かま
さ
イは
る
―
か
は
る　

※
「
ま
さ
」
ナ
シ
。

46　

故
里
の
一
む
ら
す
ゝ
き
い
か
は
か
り
し
け
き
の
は
ら
と
む
し
もの
イ

な
く
なら
ん
イり

む
し
もの
イ

―
虫
も　

※
「
の
」
は
一
・
二
・
四
類
甲
乙
・
五
類
。

47　

野
へ
そ
む
る
か
り
の
涙
は
い
ろ
も
な
し
も
の
お
も
ふ
露
の
はお
イ

き
の
さ
と
に
は

はお
イ

き
の
―
萩お

ほ
き
イの　

※
「
お
」
は
一
・
二
・
四
類
甲
乙
、
時
雨
亭
本
。

49　

は
れ
よ
か
し
う
き
名
をも

わ
れ
に
わ
き
も
こ
か
か
つ
ら
き
山
の
峯
の
あ
さ
き
り

をも

―
を　

※
「
も
」
ナ
シ
。



二
六

50　

思
野
へ
の
木
間
に
み
ゆ
る
ま
き
の
戸
に
た
え
〳
〵
か
ゝ
る
くつ
た
イす
の
秋
か
せ

くつ
た
イす
―
葛

※
「
つ
た
」
は
一
・
二
・
四
類
甲
、
時
雨
亭
本
。
一
類
の
書
陵
部
本
「
葛蔦
イ

」。
四
類
乙
、
当
該
歌
ナ
シ
。
五
類
「
蔦く
す
イ」。

51　

お
な
し
く
は
霧
の
お
ち
葉
もの
イ

ふ
り
し
け
はな
イ

は
ろ
ふ
人
な
き
秋
の
ま
か
き
に

もの
イ

―
も　

※
二
類
「
もの

」。
時
雨
亭
本
、
当
該
句
ナ
シ
。
五
類
「
のも

イ

」。

52　

ぬ
れ
て
ほ
す
山
ち
の
菊
も
あ
る
も
の
を
こ
け
の
袂
は
か
わ
く
ま
もそ
イ

な
し

もそ
イ

な
し
―
も
な
し　

※
一
・
二
・
四
類
甲
乙
「
そ
な
き
」。
五
類
「
も
な
き
」。

57　

ふ
ゆ
く
れ
は
庭
の
よ
も
き
か
し
た
もは
れ
イえ
て
か
れ
は
の
う
へ
に
月
そ
さ
へ
行

もは
れ
イえ
―
も
え　

※
「
は
れ
」
は
二
類
・
時
雨
亭
本
。
一
類
「
はお
歟

れ
」。
五
類
「
お
れ
」

58　

し
も
か
れ
のは
イ

お
花
ふ
み
わ
け
行
鹿
の
声
こ
そ
き
か
ね
あ
と
は
見
え
け
り

のは
イ

―
の　

※
「
は
」
は
二
・
四
類
乙
。

59　

お
の
つ
か
ら
と
ふ
か
ほ
な
り
し
荻は
き
イ

の
は
も
か
れ
〳
〵
に
ふ
く
風
の
さは
け
し
き
イ

む
け
き

荻は
き
イ―

荻　

※
「
は
き
」
ナ
シ
。

61　

こ
そ
よ
り
はも
イ

に
は
の
も
み
ち
の
ふ
か
き
か
な
な
み
た
や
い
と
ゝ
し
く
れ
そ
ふ
ら
む

はも
イ

―
は　

※
「
も
」
は
二
・
四
類
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。
一
類
「
よ
そ
よ
り
も
」。

64　

ち
り
し
け
る
錦
もは
こ
れ
も
イ

け
ふ
は
た
え
ぬ
へ
し
も
み
ち
ふ
み
わ
け
か
へ
る
山
人

もは
こ
れ
も
イ

け
ふ
は
―
もは
イ

け
ふ
は　

※
「
は
こ
れ
も
」
は
一
・
四
類
甲
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。
二
類
「
な
か
め
は
こ
れ
も
」。

65　

冬
こ
も
るり
イ

さ
ひ
し
さ
お
も
ふ
あ
さ
な
〳
〵
つ
ま
き
の
み
ち
を
う
つ
む
白
雪



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

二
七

るり
イ

―
る　

※
「
り
」
は
四
類
甲
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。
二
類
の
初
句
「
冬
〔
空
白
〕」。

66　

山
風
の
つ
も
れ
は
や
か
て
吹
た
て
ゝ
ふ
れり
も
と
イ

と
た
ま
ら
ぬ
峯
の
白
雪

ふり

も

と

イ

れ
と
た
ま
ら
ぬ
―
ふ
れ
と
た
ま
ら
ぬ　

※
「
り
も
と
」
ナ
シ
。

67　

さ
な
か
ら
や
ほ
と
け
の
花
に
お
ら
せ
ま
し
し
き
み
の
枝
に
つ
もふ
れ
イ

る
し
ら
雪

つふ
れ
イも

る
―
つ
も
る　

※
「
ふ
れ
」
ナ
シ
。

68　

け
さ
見
れ
は
仏
の
あ
か
に
つ
む
花
のも
イ

い
つ
れ
成
ら
む
雪
の
む
も
れ
木

のも
イ

―
の　

※
「
も
」
は
一
・
四
類
乙
、
時
雨
亭
本
。
二
類
「
のも

イ

」。
四
類
甲
、
当
該
歌
ナ
シ
。
五
類
「
もの

」。

70　

か
そ
ふ
れ
は
こと
し
の
く
る
ゝ
は
イ

と
し
の
く
れ
は
し
ら
る
れ
と
雪
か
く
ほ
と
の
い
と
な
み
も
な
し

こと
し
の
く
る
ゝ
は
イ

と
し
の
く
れ
は
―
今
年
の
暮
は

※�

「
と
し
の
く
る
ゝ
は
」
は
二
類
。
一
類
「
と
し
の
暮
そ
と
」。
時
雨
亭
本
「
と
し
の
く
れ
と
は
」。
五
類
「
こイ
ニ
こ
ナ
シ

と
し
の
暮

はと

」。

72　

と
へ
か
し
な
雲
の
う
へ
よ
り
こ
し
か
り
の
ひ
と
り
と
も
な
き
う
ら
みに
イ

な
く
ね
を

う
ら
みに
イ

―
恨　

※
「
に
」
は
一
・
二
・
四
類
甲
、
時
雨
亭
本
。
五
類
「
う
ら
みに

イ

」。

75　

か
も
め
な
く
入
江
にの
イ

し
ほ
は
み
つ
な
へ
に
あ
し
の
う
き
葉
を
あこ

ゆ
る
イ

ら
ふ
白
波

にの
イ

―
に　

※
「
の
」
は
一
類
の
一
部
伝
本
・
四
類
甲
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。

76　

波
まわ
け
て
イ

わ
け
お
き
の
み
な
と
に
入
舟
の
わ
れ
そ
こ
か
る
ゝ
た
え
ぬ
お
も
ひ
に

波
まわ
け
て
イ

わ
け
―
浪
ま
分　

※
「
わ
け
て
」
ナ
シ
。
一
類
「
波
路
わ
け
」、
二
類
「
波
間
よ
り
」。



二
八

78　

さ
と
と
を
みき
イ

き
ね
か
か
く
ら
の
こ
ゑ
す
み
て
お
の
れ
も
ふお
わ
る
イ

く
る
ま
と
の
と
も
し
火

と
を
みき
イ

―
遠
み　

※
「
き
」
は
二
類
の
一
部
伝
本
。
一
類
「
遠
く
」。

ふお
わ
る
イ

く
る
―
ふ
く
る　

※
「
お
わ
る
」
ナ
シ
。

80　

と
わ
る
ゝ
も
う
れ
し
く
も
な
きし
イ

此
う
み
を
わ
た
ら
ぬ
人
の
な
け
の
な
さ
け
は

な
きし
イ

―
な
き　

※
「
し
」
は
二
・
四
類
甲
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。
一
類
は
当
該
歌
ナ
シ
。

82　

と
に
か
く
に
つ
ら
き
は
お
き
の
し
ま
つ
鳥
う
き
を
は
おな
れ
イの

か
名
に
や
こ
た
へ
ん

おな
れ
イの

か
―
お
の
か　

※
「
な
れ
」
は
二
・
四
類
甲
乙
・
五
類
。
時
雨
亭
本
「
た
れ
」。

83　

す
き
に
け
る
年
月
さ
へ
そ
う
ら
め
し
き
今
し
も
か
ゝ
る
も
の
お
も
ふ
身こ
と
イは

身こ
と
イは
―
身
は　

※
二
類
「
こ
と身
イ

は
」。
四
類
乙
「
とみ
イ

は
」。

89　

よ
そ
ふ
へ
き
む
ろ
の
や
し
ま
もの
イ

遠
け
れ
は
お
も
ひ
の
け
ふ
り
い
か
ゝ
ま
か
へ
む

もの
イ

―
も　

※
「
の
」
は
四
類
甲
。

90　

は
れ
や
ら
ぬ
身
の
う
き
雲
を
い
と
ふ
ま
に
我
世
の
月
の
影
そや
イ

ふ
け
ぬ
る

そや
イ

―
そ　

※
「
や
」
は
二
類
、
時
雨
亭
本
。
五
類
「
そや

イ

」。

96　

と
に
か
く
に
人
の
こ
ゝ
ろ
はも
イ

み
え
は
て
ぬ
う
き
や
野
守
の
鏡
な
る
ら
ん

はも
イ

―
は　

※
「
も
」
は
一
・
二
・
四
類
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。
四
類
甲
「
の
」。

99　

な
ひ
か
す
は
ま
た
や
は
か
み
に
たた
む
く
イ

の
む
へ
き
お
も
へ
は
か
な
し
わ
か
の
う
ら
な
み

たた
む
く
イ

の
む
―
頼
む　

※
「
た
む
く
」
は
二
・
四
類
甲
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
。
一
類
「
手
向
な
ん
」



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

二
九

100　

と
へ
か
し
な
大
宮
人
の
情心

イ

あ
ら
は
さ
す
か
に
玉
の
緒
た
へ
せ
ぬ
身
を

情心
イ

―
情　

※
「
心
」
ナ
シ
。
一
・
四
類
乙
・
五
類
は
当
該
歌
ナ
シ
。

Ｂ
、
鶴
見
大
学
本
の
異
本
注
記
が
書
陵
部
本
と
一
致
す
る
例

２　

墨
染
の
そ
て
の
氷
に
は
る
た
ち
て
た有
し
に
も
イ

め
し
に
あ
ら
ぬ
な
か
め
を
そ
す
る

た有
し
に
も
イ

め
し
に
―
あ
り
し
に
も　

※
「
た
め
し
」
ナ
シ
。

６　

ふ
る
雪
に
野
も
り
か
い
ほ
も
うあ
れ
は
て
ゝ
イ

つ
も
れ
は
わ
か
な
つ
ま
ん
と
た
れ
に
と
は
ま
し

うあ
れ
は
て
ゝ
イ

つ
も
れ
は
―
あ
れ
は
て
　ゝ

※
五
類
「
う
つ
も
れ
て
」。
時
雨
亭
本
、
当
該
歌
ナ
シ
。

８　

春
雨
に
山
た
の
く
ろ
を
行
し
つ
の
み
の
ふ
き
み
た
す
風く
れ
イそ
さ
ひ
し
き

風く
れ
イ―
暮風
イ

〔「
暮
」
は
「
風
」
を
擦
り
消
し
て
上
書
き
〕　

※
「
風
」
ナ
シ
。
時
雨
亭
本
、
当
該
歌
ナ
シ
。

22　

故
郷
を
し
の
ふ
の
軒
のに
イ

か
せ
す
き
て
苔
の
袂
に
に
ほ
ふ
た
ち
は
な

のに
イ

―
に　

※
「
の
」
ナ
シ
。
四
類
乙
「
は
」。

25　

あ
や
め
ふ
く
か
や
か
軒
は
に
風
す
き
て
し
と
ろ
に
を
つ
る
村
雨
の
をつ
ゆ
イと

をつ
ゆ
イと

―
露　

※
「
を
と
」
ナ
シ
。

27　

五
月
雨
に
池
の
み
きか
さ
イは

や
増
る
ら
ん
は
す
の
う
き
は
を
こ
ゆ
る
し
ら
波

み
きか
さ
イは
―
み
か
さ　

※
「
み
き
は
」
は
一
・
二
・
四
類
甲
乙
。

28　

五
月
雨
に
宮
木
も
今
はや
イ

く
た
す
ら
ん
ま
つ
た
つ
み
ね
に
か
ゝ
る
村
雲

今
はや
イ

―
今
や　

※
「
は
」
ナ
シ
。
時
雨
亭
本
・
五
類
、
当
該
歌
ナ
シ
。



三
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41　

さ
き
か
ゝ
る
山
し
た
紅み
ち
も
イ葉
ま
か
ふ
ま
て
た
ま
ぬ
き
み
た
する
イ

萩
の
あ
さ
露

紅み
ち
も
イ葉
―
道
も　

※
「
紅
葉
」
ナ
シ
。

み
た
する
イ

―
み
た
る　

※
「
み
た
す
」
ナ
シ
。

46　

故
里
の
一
む
ら
す
ゝ
き
い
か
は
か
り
し
け
き
の
は
ら
と
む
し
もの
イ

な
く
なら

ん
イり

な
く
なら
ん
イり

―
啼
ら
ん　

※
「
な
く
な
り
」
ナ
シ
。
一
類
「
鳴
声
」。
時
雨
亭
本
「
わ
ふ
ら
む
」。

51　

お
な
し
く
は
霧
の
お
ち
葉
もの
イ

ふ
り
し
け
はな

イ

は
ろ
ふ
人
な
き
秋
の
ま
か
き
に

はな
イ

―
な

※
「
は
」
ナ
シ
。
一
類
「
し
き
な
」・「
し
く
な
」・「
し
く
か
」、
二
類
「
れな
イ

」、
四
類
「
よ
」。
時
雨
亭
本
、
当
該
句
ナ
シ
。

55　

夜
も
す
か
ら
な
く
や
あ
さ
ち
の
き
り
〳
〵
す
は
か
な
く
なく
イ

る
ゝ
秋
を
う
ら
み
て

なく
イ

る
ゝ
―
暮
る　

※
「
な
る
ゝ
」
ナ
シ
。

56　

み
し
よ
に
も
あ
ら
ぬ
た
も
と
を
哀
と
や
を
の
れ
し
を
れ
て
と
ふ
あし
く
れ
イ

ら
し
か
な

あし
く
れ
イ

ら
し
―
し
く
れ　

※
「
あ
ら
し
」
ナ
シ
。

69　

お
く
山
の
ふ
す
猪
の
と
こ
や
あ
れ
ぬ
ら
ん
か
る
も
ゝ
た
え
ぬ
雪
の
むし
る
し
は

も
れ
木

むし
る
し
は

も
れ
木
―
し
る
し
は

※
一
・
二
類
「
し
る
し
に
」。
四
類
甲
、
当
該
歌
ナ
シ
。
四
類
乙
「
隣印
イ

は
」。
時
雨
亭
本
「
し
た
し
は
」。

71　

い
に
し
へ
の
契
り
も
む
な
し
す
み
よ
し
をや
イ

わ
か
か
た
そ
き
の
か
み
と
た
の
め
と

をや
イ

―
や　

※
「
を
」
ナ
シ
。
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73　

な
ま
し
ひ
に
い
け
れ
は
う
れ
し
露
の
命
あ
ら
は
あう
き
せ
イ

ふ
せ
を
ま
つ
と
な
け
れ
はと
イ

な
け
れ
はと
イ

―
な
け
れ
と　

※
「
は
」
ナ
シ
。
一
類
は
改
作
で
「
な
き
身
を
」。

75　

か
も
め
な
く
入
江
にの
イ

し
ほ
は
み
つ
な
へ
に
あ
し
の
う
き
葉
を
あこ
ゆ
る
イ

ら
ふ
白
波

あこ
ゆ
る
イ

ら
ふ
―
こ
ゆ
る　

※
「
あ
ら
ふ
」
は
一
類
（
京
大
本
）・
二
・
四
類
甲
乙
、
時
雨
亭
本
。
一
類
の
歴
博
本
は
当
該
歌
ナ
シ
。

92　

う
し
と
た
に
岩
波
た
か
しき
イ

よ
し
の
か
は
よ
し
や
世
の
中
お
も
ひ
すす

て
ゝ
き
イ

つ
へ
き

た
か
しき
イ

―
高
き　

※
「
し
」
ナ
シ
。
時
雨
亭
本
「
た
か
く
」。

すす
て
ゝ
き
イ

つ
へ
き
―
捨
て
き　

※
「
す
つ
へ
き
」
ナ
シ
。

95　

こ
と
つ
て
ん
み
や
こ
ま
て
も
し
さ
そ
は
れ
ては
イ

あ
な
し
の
風
に
ま
か
ふ
村
雲

ては
イ

―
は　

※
「
て
」
ナ
シ
。
一
類
は
改
作
で
、
当
該
句
ナ
シ
。

Ｃ
、
鶴
見
大
学
本
の
本
行
本
文
も
異
本
注
記
も
書
陵
部
本
と
一
致
し
な
い
例

11　

浦
山
し
な
か
き
日
影
の
春
もに
あ
ひ
ぬ
イ

あ
ひ
て
い
せ
を
の
あ
ま
もの
イ

袖
や
ほ
す
ら
ん

春
もに
あ
ひ
ぬ
イ

あ
ひ
て
―
春
に
あ
ひ
て　

※
一
・
二
・
四
類
甲
乙
・
五
類
、
時
雨
亭
本
「
春
に
逢
て
」。

59　

お
の
つ
か
ら
と
ふ
か
ほ
な
り
し
荻は
き
イの

は
も
か
れ
〳
〵
に
ふ
く
風
の
さは

け
し
き
イ

む
け
き

さは
け
し
き
イ

む
け
き
―
さ
む
け
さ

※
一
・
二
・
四
類
甲
・
五
類
「
さ
む
け
さ
」。
四
類
乙
「
は
け
し
さ
」。
時
雨
亭
本
、
五
句
「
あ
き
そ
さ
ひ
し
き
」。

73　

な
ま
し
ひ
に
い
け
れ
は
う
れ
し
露
の
命
あ
ら
は
あう
き
せ
イ

ふ
せ
を
ま
つ
と
な
け
れ
はと
イ

あう
き
せ
イ

ふ
せ
―
あ
ふ
世



三
二

※�

「
う
き
せ
」
ナ
シ
。
二
類
・
時
雨
亭
本
「
あ
ふ
せ
」。
四
類
甲
乙
・
五
類
「
あ
ふ
世
」。
一
類
は
改
作
で
「
逢
世
」（
一
部
伝

本
「
あ
ふ
せ
」）。

　

用
例
数
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ
、
鶴
見
大
学
本
の
本
行
本
文
が
書
陵
部
本
と
一
致
す
る
例　

46

Ｂ
、
鶴
見
大
学
本
の
異
本
注
記
が
書
陵
部
本
と
一
致
す
る
例　

20

Ｃ
、
鶴
見
大
学
本
の
本
行
本
文
も
異
本
注
記
も
書
陵
部
本
と
一
致
し
な
い
例　

３

Ｃ
は
鶴
見
大
学
本
の
本
行
本
文
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
も
高
く
、
大
ま
か
に
言
え
ば
Ａ
に
含
め
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
書
陵
部
本
の
本

文
は
Ａ
の
よ
う
に
鶴
見
大
学
本
の
本
行
本
文
と
一
致
す
る
場
合
も
多
い
が
、
Ｂ
の
よ
う
に
異
本
注
記
の
方
と
一
致
す
る
例
も
少
な
く
な

い
。
や
は
り
、
こ
こ
で
も
本
文
の
関
係
を
明
確
に
分
類
・
整
理
し
が
た
い
。

　

Ａ
は
鶴
見
大
学
本
の
本
行
本
文
が
書
陵
部
本
と
一
致
す
る
例
で
あ
る
が
、
鶴
見
大
学
本
の
異
本
注
記
の
方
は
ど
の
伝
本
と
合
致
す
る
の

か
。
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

一
類
19　

二
類
25　

時
雨
亭
本
19　

四
類
甲
17　

四
類
乙
16　

五
類
16　

ど
れ
と
も
一
致
し
な
い
10

　

も
っ
と
も
、
各
系
統
を
代
表
す
る
伝
本
の
み
と
の
比
較
で
あ
る
う
え
、
系
統
ご
と
に
歌
の
差
替
え
も
あ
る
た
め
、
単
純
な
比
較
は
で
き

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
類
と
の
一
致
数
が
や
や
多
い
点
も
誤
差
の
範
囲
内
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
特
定
の
系
統
と
の
一

致
率
が
格
段
に
高
い
わ
け
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
Ｂ
も
同
様
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
類
３　

二
類
３　

時
雨
亭
本
１　

四
類
甲
２　

四
類
乙
２　

五
類
１　

ど
れ
と
も
一
致
し
な
い
16
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こ
ち
ら
は
差
が
歴
然
と
し
て
い
よ
う
か
。
Ｂ
は
鶴
見
大
学
本
の
異
本
注
記
が
書
陵
部
本
の
本
文
と
一
致
す
る
例
な
の
で
、
そ
の
場
合
の
鶴

見
大
学
本
の
本
行
本
文
は
通
行
の
本
文
と
一
致
し
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
鶴
見
大
学
本
独
自
の
誤
写
の
可

能
性
や
、『
遠
島
百
首
』
諸
本
を
さ
ら
に
比
較
す
る
こ
と
で
、
同
じ
本
文
を
も
つ
伝
本
が
見
付
か
る
可
能
性
な
ど
も
あ
る
が
、
鶴
見
大
学

本
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

五
、
鶴
見
大
学
本
の
本
文
の
特
徴

　

鶴
見
大
学
本
の
和
歌
は
百
首
が
完
存
し
、
異
本
注
記
も
多
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
一
方
、
注
の
部
分
に
は
瑕
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え

ば
、
三
、三
四
、三
九
番
歌
の
ご
と
く
、
鶴
見
大
学
本
の
脱
文
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
散
見
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鶴
見
大
学
本
の
方
が
書

陵
部
本
よ
り
文
意
が
通
り
や
す
い
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
春
部
の
十
三
番
歌
は
鶴
見
大
学
本
で
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

お
の
れ
の
み
春あ
へ
る
春
に
も
と
イ

に
あ
ふ
か
と
お
も
ふ
に
も

み
ね
の
さ
く
ら
の
色
ぞ
も
の
う
き

本
哥
に
「
梅
は
と
び
さ
く
ら
は
か
る
ゝ
世
の
中
に
な
に
と
て

松
の
つ
れ
な
か
る
ら
ん
」。
此
御
ゑ
ひ
か
に
は
れち

カ

て
、
松
も
と

び
た
る
事
有
。
草
木
だ
に
も
菅
相
丞
の
御
流
罪
を
ば

あ
は
れ
み
あ
る
に
、
さ
く
ら
ひ
と
り
春
に
あ
ひ
が
ほ
成

事
を
ね
た
み
た
ま
ひ
て
、「
嶺
の
さ
く
ら
の
い
ろ
ぞ
も
の

う
き
」
と
あ
そ
ば
し
た
る
な
り
。



三
四

傍
線
部
は
書
陵
部
本
「
は
じ
め
て
」
と
す
る
。
そ
の
場
合
、「
道
真
の
詠
歌
で
、
初
め
て
松
も
飛
ん
だ
」
と
い
う
意
に
な
る
。
こ
れ
で
も

通
意
で
は
あ
る
が
、「（
松
の
つ
れ
な
さ
を
な
じ
っ
た
）
道
真
の
詠
歌
に
恥
じ
て
、
松
も
飛
ん
だ
」
と
す
る
鶴
見
大
学
本
の
注
記
に
も
留
意

さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
冬
部
の
六
七
番
歌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

さ
な
が
ら
や
ほ
と
け
の
花
に
お
ら
せ
ま
し

し
き
み
の
枝
に
つふ
れ
イも

る
し
ら
雪

「
ほ
と
け
の
花
」
と
は
さ
く
ら
に
か
ぎ
る
べ
し
。
本
哥
に

「
ほ
と
け
に
は
さ
く
ら
の
は
な
を
た
て
ま
つ
れ
わ
が
の
ち

の
よ
を
人
と
ぶ
ら
は
ゞ
」
と
よ
め
る
。
春
く
れ
ば
、
ね

は
ん
に
あ
へ
る
も
の
な
れ
ば
、「
仏
の
は
な
」
と
も
ち
ひ

た
り
。
し
き
び
の
ゑ
だ
に
雪
の
つ
も
り
た
る
は

さ
な
が
ら
「
ほ
と
け
の
は
な
」
に
お
ら
せ
ま
し
と
や
。

書
陵
部
本
は
第
五
句
「
つ
も
る
白
雪
」、
傍
線
部
「
桜
は
」
と
す
る
。「
桜
は
涅
槃
に
あ
へ
る
」
と
い
う
の
は
や
や
唐
突
で
あ
ろ
う
。「
春

が
来
れ
ば
、
涅
槃
の
日
に
め
ぐ
り
あ
う
の
で
、「
仏
の
花
」
に
は
（
春
に
咲
く
）
桜
を
用
い
る
」
と
い
う
鶴
見
大
学
本
の
説
明
の
方
が
解

し
や
す
い
。

雑
部
の
七
四
番
歌
も
同
様
で
あ
る
。

も
し
ほ
や
く
あ
ま
の
た
く
な
は
う
ち
は
へ
て
く
る
し
と
だ
に
も
ゆ
ふ
か
た
ぞ
な
き

「
う
ち
は
へ
て
」
と
は
わ
ざ
と
な
り
。「
あ
ま
の
た
く
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三
五

な
は
」
と
、
あ
ま
の
う
け
な
は
を
お
き
に
て
う
ち
は

へ
て
、
い
そ
に
て
そ
の
な
は
を
た
ぐ
る
な
り
。
我
お
も
ひ

の
色
を
わ
ざ
と
と
ふ
人
は
な
く
て
、
つ
か
ひ
な
ど
の

お
と
づ
れ
を
う
ら
め
し
く
、
さ
て
こ
そ
「
う
ち
は
へ
て

く
る
し
と
だ
に
も
い
ふ
か
た
ぞ
な
き
」
と
あ
そ

ば
し
た
れ
。

書
陵
部
本
は
傍
線
部
「
と
」
を
「
と
は
」、「
な
は
を
お
き
に
て
」
を
「
な
は
奥
に
」
と
す
る
。
前
者
は
書
陵
部
本
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う

が
、
後
者
は
「
い
そ
に
て
」
と
の
対
応
関
係
か
ら
も
「
お
き
に
て
」
が
良
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
鶴
見
大
学
本
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
し
た
。『
遠
島
百
首
』
の
古
注
は
田
村
氏
が
三
類
・
四
類
甲
・
四
類
乙
の
三
種
類
に
大
別

で
き
る
と
指
摘
し
て
以
来
、
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
鶴
見
大
学
本
は
従
来
、
孤
本
と
さ
れ
て
き
た
書
陵
部
本
と
互

い
に
補
完
し
あ
う
関
係
に
あ
り
、
三
類
の
古
注
を
研
究
す
る
際
に
は
両
本
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

三
種
類
の
古
注
の
読
解
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
注
の
関
係
性
、
お
よ
び
『
遠
島
百
首
』
諸
本
の
中
の
位
置
付
け
、
あ
る
い
は
『
遠

島
百
首
』
付
載
歌
な
ど
に
関
す
る
考
察
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。



三
六

【
注
】

１

田
村
柳
壹
「『
遠
島
百
首
』
の
伝
本
と
成
立
―
作
品
改
訂
の
問
題
を
中
心
と
し
て
―
」（『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』
笠
間
書
院
、

一
九
九
八
年
。
初
出
一
九
八
三
年
五
・
六
月
）
参
照
。

２

書
陵
部
本
と
版
本
は
井
上
宗
雄
・
田
村
柳
壹
『
中
世
百
首
歌
二
』（
古
典
文
庫
、
一
九
八
三
年
）
に
全
文
が
翻
刻
さ
れ
る
。

３

田
村
柳
壹
「
後
鳥
羽
院
の
作
品
拾
遺
」（
前
掲
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』。
初
出
一
九
九
七
年
十
二
月
）
参
照
。

４

引
用
は
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
に
よ
り
、
私
に
濁
点
と
句
読
点
を
付
す
。
以
下
同
。

５

注
２
前
掲
書
、
解
題
「
五　

遠
嶋
百
首
（
第
三
類
本
。
付
注
本
）」
参
照
。

６

注
１
前
掲
論
文
参
照
。

7

注
１
前
掲
論
文
参
照
。

8

注
１
前
掲
論
文
参
照
。

９

山
本
一
・
佐
藤
明
浩
「
大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
後
鳥
羽
院
御
集
（
翻
刻
）　

三
」（
語
文
〈
大
阪
大
学
〉
47
、
一
九
八
六
年

四
月
）
参
照
。

10

注
１
前
掲
論
文
参
照
。
四
類
甲
乙
の
伝
本
の
う
ち
、
四
類
甲
の
伊
達
文
庫
蔵
「
代
々
集
巻
頭
和
歌
」
所
収
「
隠
岐
院
御
百
首
和
歌
」

（911.201/47

）
の
み
、
配
列
が
大
き
く
異
な
り
、
表
中
の
ど
れ
と
も
合
致
し
な
い
。

11

続
群
書
類
従
（
宮
内
庁
書
陵
部
本
〈
四
五
三
・
二
〉）
は
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

「
七
家
歌
集
」
は
紙
焼
き
写
真
参
照
。
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三
七

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
「
遠
嶋
百
首
」（
登
録
番
号
：
一
三
四
四
六
七
一
）
で
あ
る
。

一
、
可
能
な
限
り
底
本
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
が
、
次
の
処
置
を
施
し
た
。

・
私
に
歌
番
号
を
付
す
。

・
ミ
セ
ケ
チ
は　

 

に
よ
っ
て
示
す
。

・
朱
の
文
字
は
そ
の
文
字
の
下
に
（
朱
）
と
注
記
す
る
。

・
私
に
付
し
た
注
記
は
〔　

〕
に
括
り
、
本
文
と
区
別
す
る
。

・
丁
の
変
わ
り
目
に
は 
」（
１
オ
）
の
よ
う
に
丁
数
と
表
裏
の
別
を
記
す
。

一
、
翻
刻
の
下
段
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
伏
・
一
八
八
）
の
異
文
を
掲
げ
た
。

・
ま
ず
鶴
見
大
学
本
の
本
文
を
掲
出
し
、
対
応
す
る
書
陵
部
本
の
異
文
を
掲
げ
る
。

・
原
則
と
し
て
表
記
の
相
違
は
採
ら
な
い
が
、
文
意
に
関
わ
る
場
合
は
掲
出
す
る
。

・
異
文
や
注
記
が
長
く
な
る
場
合
は
脚
注
に
記
す
。

一
、
鶴
見
大
学
本
と
同
じ
付
載
歌
を
持
つ
の
は
次
の
諸
本
で
あ
る
。

徳
島
県
立
図
書
館
森
文
庫
蔵
「
遠
嶋
百
首
和
歌
」（W

911.1/

コ
ト
）【
森
】

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
哥
書
集　

雅
」（
一
一
九
・
六
）【
松
】

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
片
玉
集
」（
四
五
八
・
一
）【
書
】

付
載
歌
に
つ
い
て
は
こ
の
三
本
の
異
文
を
【　

】
内
の
略
号
に
よ
り
示
す
。
い
ず
れ
も
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参

照
。



三
八

【
翻
刻
】遠

嶋
百
首　
　
　
　

後
鳥
羽
院
御
製

春
廿
首

１　

霞
ゆ
く
た
か
ね
を
い
つ
る
あ
さ
日
か
け

さ
す
か
に
春
の
色
を
見
る
か
な

さ
す
か
に
春
の
と
い
ふ
所
肝
要
也

２　

墨
染
の
そ
て
の
氷
に
は
る
た
ち
て

た有
し
に
も
イ

め
し
に
あ
ら
ぬ
な
か
め
を
そ
す
る

袖
の
氷
は
な
み
た
也
い
に
し
へ
は
東
岸
西
岸
の

柳
南
枝
北
枝
の
梅
遅
速
を
も
つ
て
春
を
見

給
ひ
た
る
に
今
は
御
涙
の
氷
と
く
る
を
春
と
思
し

め
し
け
れ
は
た
め
し
に
も
あ
ら
ぬ
と
あ
そ
は
し
た
る
也
」（
１
オ
）

３　

も
ゝ
千
鳥
さ
へ
つ
る
空
は
か
わ
ら
ね
と

わ
か
身
の
春
に
あ
ら
た
ま
り
ぬ
る

も
ゝ
千
鳥
鶯
の
事
な
り
あ
ら
た
ま
る
は
あ
た

ら
し
く
な
る
也

【
校
異
】

後
鳥
羽
院
御
製
―
後
鳥
羽
院

た有
し
に
も
イ

め
し
に
―
あ
り
し
に
も

氷
―
氷
の

た
め
し
―
あ
り
し

春
に
―
春
そ

も
ゝ
千
鳥
―
百
ち
と
り
は

也
―
な
り
遠
嶋
な
れ
は
な
り
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三
九

４　

と
け
に
け
り
紅
葉
を
と
ち
し
山
か
は
の

又
水
く
ゝ
る
春
の
く
れ
な
ひ

紅
葉
の
紅
は
山
川
に
と
ち
ら
れ
て
あ
る
と
い
へ

と
も
あは
る（
朱
）

ら
は
又
う
ち
と
け
て
な
か
れ
は（

朱
）い

つ
れ
は

ふ
た
ゝ
ひ
こ
そ
の
紅
葉
に
な
る
也
御
し
ん
た
ひ
に

御
た
の
み
の
な
け
れ
は
う
ら
や
ま
し
く
お
ほ
し
め
し

て
ま
た
く
る
春
の
紅
と
あ
そ
は
し
た
り
」（
１
ウ
） 

５　

里
人
の
す
そ
野
ゝ
ゆ
き
を
ふ
み
わ
け
て

た
ゝ
我
た
め
にと
イ

わ
か
な
つ
む
こ
ろ

本
哥
に
君
か
た
め
わ
か
な
つ
む
と
い
へ
と
も
そ
れ
は

い
に
し
へ
の
事
也
今
は
す
そ
の
ゝ
雪
を
ふ
み
て
お
そ

る
ゝ
を
な
け
れ
は
君
か
た
め
と
つ
ま
す
し
て
た
ゝ

我
た
め
と
あ
そ
は
し
た
る
也

６　

ふ
る
雪
に
野
も
り
か
い
ほ
も
うあ
れ
は
て
ゝ
イ

つ
も
れ
は

わ
か
な
つ
ま
ん
と
た
れ
に
と
は
ま
し

あ
る
―
あ
り

あは
る（
朱
）

ら
は
１
―
春
は　
　

な
か
れ
は（

朱
）２

―
な
か
れ

紅
葉
に
―
紅
に

た
の
み
の
―
た
の
み
・の

く
る
―
水
く
ゝ
る

にと
イ

―
に

本
哥
に
―
本
哥
に
は

ふ
み
て
―
ふ
み
分
て

お
そ
る
ゝ
を
―
お
そ
る
ゝ
儀

と
あ
そ
は
し
た
る
也
―
と
な
り

うあ
れ
は
て
ゝ
イ

つ
も
れ
は
―
あ
れ
は
て
ゝ

１

傍
記
「
は
る
」
の
み
朱
。

２
「
は
」
の
字
の
中
央
に
付
さ
れ
た
ミ
セ
ケ
チ
記
号
（
〇
）
の
み
朱
。



四
〇

野
も
り
と
は
御
せ
つ
と
も
の
ふ
き
や
う
也
正
月
七
日

の
わ
か
な
三
月
三
日
の
は
ゝ
こ
た
むこ
カの
よ
も
き
あ
や
め

七
夕
の
そ
り
の
花
九
日
の
菊
に
も
の
ゝ
も
の
を
進
す
」（
２
オ
）

る
也
御
よ
の
す
た
る
ゝ
を
見
て
野
も
り
か
庵
も
あ
れ

は
へ
る
と
あ
そ
は
し
た
る
也

７　

ね
せ
り
つ
む
野
沢
の
水
の
う
す
こ
ほ
り

ま
た
う
ち
と
け
ぬ
春
風
そ
ふ
く

８　

春
雨
に
山
た
の
く
ろ
を
行
し
つ
の

み
の
ふ
き
み
た
す
風く
れ
イそ
さ
ひ
し
き

景
気
の
御
哥
也

９　

か
き
り
あ
れ
は
か
き
ね
の
草
も
春
に
あ
ひ
ぬ

つ
れ
な
き
物
は
苔
ふ
か
き
そ
て

か
く
る
ゝ
き
な
し

10　

遠
山
路
い
く
ゑ
も
霞
め
さ
ら
す
と
て
」（
２
ウ
）

お
ち
か
た
人
の
と
ふ
も
な
け
れ
は

お
ち
か
た
人
は
む
か
ふ
人
也
古
今
に
お
ち
か
た
人

に
も
の
申
と
い
ふ
事
お
な
し
事
也
し
か
れ
は
ち
か
き

人
な
り
む
か
し
お
そ
れ
つ
る
人
ま
へ
わ
た
り
し
て
と

御
せ
つ
と
も
の
―
御
節
供
の

た
むこ
カの
―
端
午
の

は
へ
る
―
は
つ
る

風く
れ
イ―
暮風
イ〔「
暮
」は「
風
」を
擦
り
消
し
て
上
書
き
〕

御
哥
―
哥

お
ち
か
た
人
は
―
を
ち
か
た
人
と
は
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四
一

を
る
程
に
影
を
見
れ
は
む
か
し
か
た
り
も
お
も
ひ
い
て
ら

る
ゝ
な
り
し
か
れ
は
い
く
ゑ
も
か
す
め
と
は
御
述
懐
の
御
心
也

11　

浦
山
し
な
か
き
日
影
の
春
もに
あ
ひ
ぬ
イ

あ
ひ
て

い
せ
を
の
あ
ま
もの
イ

袖
や
ほ
す
ら
ん

伊
勢
の
あ
ま
は
日
に
七
十
五
度
う
み
に
入
な
れ
は
た
も

と
の
か
は
く
ま
も
な
し
さ
れ
と
も
春
の
な
か
き
日
を

ま
ち
う
け
て
た
も
と
を
ほ
す
な
り
御
た
も
と
」（
３
オ
）

は
な
か
き
に
も
か
は
か
ね
は
い
せ
ほ
の
あ
ま
を
う
ら
や

ま
し
き
な
り

12　

も
へ
出
る
峯
の
さ
わ
ら
ひ
ゆ
き
消
て

お
り
す
き
に
け
る
春
そ
し
ら
る
ゝ

お
も
て
の
こ
と
し

13　

お
の
れ
の
み
春あ
へ
る
春
に
も
と
イ

に
あ
ふ
か
と
お
も
ふ
に
も

み
ね
の
さ
く
ら
の
色
そ
も
の
う
き

本
哥
に
梅
は
と
ひ
さ
く
ら
は
か
る
ゝ
世
の
中
に
な
に
と
て

松
の
つ
れ
な
か
る
ら
ん
此
御
ゑ
ひ
か
に
は
れち
カ

て
松
も
と

春
もに
あ
ひ
ぬ
イ

あ
ひ
て
―
春
に
あ
ひ
て

あ
ま
もの
イ

―
海
士
も

伊
勢
の
―
い
せ
お
の

な
か
き
日
―
永
日

な
か
き
―
永
日

け
る
―
け
りる
イ

春あ
へ
る
春
に
も
と
イ

に
あ
ふ
か
と
―
春
に
あ
ふ
か
と

は
れち
カ

て
―
は
し
め
て



四
二

ひ
た
る
事
有
草
木
た
に
も
菅
相
丞
の
御
流
罪
を
は

あ
は
れ
み
あ
る
に
さ
く
ら
ひ
と
り
春
に
あ
ひ
か
ほ
成
」（
３
ウ
）

事
を
ね
た
み
た
ま
ひ
て
嶺
の
さ
く
ら
の
い
ろ
そ
も
の

う
き
と
あ
そ
は
し
た
る
な
り

14　

春
雨
にも
イ

花
の
と
た
へ
そ
袖
に
も
る

さ
く
ら
つ
ゝ
きし
イ

の
山
の
下
み
ち

景
気
の
う
た
な
り

15　

な
か
む
れ
は
月
や
は
有
し
月
やな

ら

ぬ

イ

あ
ら
ぬ

う
き
身
そ
も
と
の
春
に
か
は
れ
る

本
哥
に
は
も
の
お
も
ふ
と
い
へ
と
我
身
ひ
と
つ
は
も
と
の

身
と
い
へ
は
し
ん
た
ひ
に
相
違
な
け
れ
は
浦
山
し
き

身
そ
も
と
の
春
に
か
は
れ
る
と
な
り

16　

な
か
む
れ
は
い
と
ゝ
う
ら
み
も
ま
す
け
を
ふ
る
」（
４
オ
）

お
か
へ
の
小
田
を
か
へ
す
夕
く
れ

か
な
ら
す
あ
れ
た
る
田
に
は
す
け
と
い
ふ
も
の
を
ふ
る

な
り
し
か
り
と
は
い
へ
と
も
春
は
一
た
ひ
か
へ
さ
る
ゝ
こ
と
有

菅
相
丞
―
〔
注
３
〕

にも
イ

―
に

つ
ゝ
きし
イ

―
つ
ゝ
き

う
た
―
御
哥

月
やな

ら

ぬ

イ

あ
ら
ぬ
―
月
や
あ
ら
ぬ

身
そ
―
身
そ
と

す
け
―
菅
〔
古
典
文
庫
、「
薦
」
と
読
む
〕

３

古
典
文
庫
は
書
陵
部
本
の
字
を
「
夢
相
悲
」
と
読
む
。
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御
み
つ
か
ら
の
御
き
ゝら
く
カて
は
あ
る
ま
し
け
れ
は
岡
辺
の

小
田
を
か
へ
す
に
つ
け
て
う
ら
み
も
ま
す
け
を
ふ
る
と

あ
そ
は
し
た
る
也

17　

宿
か
ら
む
か
た
の
ゝ
み
の
ゝ
か
り
こ
ろ
も

日
も
夕
く
れ
の
は
な
の
下
か
けせ
イ

か
く
る
ゝ
き
な
し

18　

墨
染
の
袖
も
あ
や
な
く
に
ほ
ふ
か
な

花
吹
み
た
す
春
の
夕
風
」（
４
ウ
）

お
も
て
の
ま
ゝ
な
り
あ
や
な
く
む
や
う
也

19　

ち
る
花
に
瀬
々
の
岩
ま
や
せ
か
る
ら
ん

桜
に
い
つ
る
春
の
や
ま
か
は

落
花
の
て
い
な
り

20　

物
お
も
ひふ
イ

に
過
る
月
日
は
し
ら
ね
と
も

春
や
く
れ
ぬ
とる
み
ね
の
さ
わ
ら
ひ
イ

き
し
の
や
ま
吹

暮
春
の
お
り
ふ
し
御
は
な
み
也

夏
十
五
首

21　

け
ふ
と
て
や
大
宮
ひ
と
の
か
へ
つ
ら
む

　
　
　

む
か
し
か
た
り
の
な
つ
こ
ろ
も
か
な

御
き
ゝら
く
カ

て
―
御
帰
洛
は
〔
古
典
文
庫
、「
洛
」
を

「
路
」
と
読
む
〕

は
な
の
下
か
けせ
イ

―
花のし
た
陰

む
や
う
―
む
や
く

お
も
ひふ

イ

―
お
も
ひ

く
れ
ぬ
とる

み
ね
の
さ
わ
ら
ひ
イ

き
し
の
や
ま
吹
―
暮
ぬ
る
岸
の
山
吹

は
な
み
―
あ
は
れ
み



四
四

た
い
り
に
う
す
衣
と
い
ふ
衣
か
へ
あ
り
此
事
を
」（
５
オ
）

遠
嶋
の
御
時
お
ほ
し
め
し
出
て
大
宮
人
の
か
へ
つ

ら
む
浦
山
し
く
と
な
り

22　

故
郷
を
し
の
ふ
の
軒
のに
イ

か
せ
す
き
て

苔
の
袂
に
に
ほ
ふ
た
ち
は
な

し
の
ふ
と
は
し
た
ひ
た
る
事
の
き
や
風
過
て
と
は

よ
は
る
事
な
り
こ
け
の
袂
は
物
お
も
ふ
袖
な
り

か
ゝ
る
た
も
と
を
む
か
し
の
人
の
お
と
つ
る
ゝ
事

な
き
に
風
の
た
よ
り
を
も
つ
て
こ
け
の
た
も
と

に
に
ほ
ふ
た
ち
は
な
と
あ
そ
は
し
た
る
也

23　

く
れ
か
ゝ
る
山
田
の
さ
な
へ
あ
め
す
き
て

と
り
あ
へ
るす

な
く
郭
公
か
な
」（
５
ウ
） 

お
も
て
の
こ
と
し

24　

た
を
や
め
の
袖
う
ち
は
ろ
ふ
村
雨
に

と
る
や
さ
な
へ
の
う
ゑ
も
な
ら
は
す

た
を
や
め
と
は
天
女
な
と
の
う
つ
く
し
き
事
也

禁
中
に
正
月
十
四
日
の
夜
御
た
う
へ
と
い
ふ
事
か
ふ
さ
ゝ
の

浦
山
し
く
―
う
ら
山
し
き

のに
イ

―
に

に
ほ
ふ
―
・に

ほ
ふ

き
や
―
儀
な
り

あ
へ
るす

―
あ
へ
す

は
ろ
ふ
―
は
ら
ふ

う
ゑ
―
こ
ゑ

禁
中
―
内
裏　
　

か
ふ
さ
ゝ
―
か
ふ
さ
く
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き
也
是
は
昔
天
女
の
わ
さ
を
つ
く
なれ（

朱
）り

此
ま
な
ひ
を

こ
そ
御（
朱
）ら
ん
し
て
今
は
さ
な
へ
と
る
あ
さ
ま
し
き
す
か
た

と
な
り
ち
き
に
御
ら
ん
し
て
と
る
や
さ
な
へ
の
う
へ
も

な
ら
は
す
と
な
り
哥
に

春
暮
は
ほ
し
の
く
ら
ゐ
に
影
見
え
て

空
は
の
は
し
に
い
つ
る
た
を
や
め
」（
６
オ
） 

25　

あ
や
め
ふ
く
か
や
か
軒
は
に
風
す
き
て

し
と
ろ
に
を
つ
る
村
雨
の
をつ
ゆ
イと

お
も
て
の
こ
と
し

26　

い
ま
は
と
て
そ
む
き
は
て
つて
し
イる
世
の
中
に

な
に
と
か
た
ろ
ふ
山
ほ
と
ゝ
き
す

そ
む
く
と
は
い
と
ひ
は
て
つ
る
事
な
り
郭
公
は

不
如
帰
と
な
く
程
に
り
ん
ゑ
の
も
の
と
お
ほ
し
め
し
て

今
は
何
と
か
ふ
ろ
ふ
と
い
へ
る
也

27　

五
月
雨
に
池
の
み
きか
さ
イは

や
増
る
ら
ん

は
す
の
う
き
は
を
こ
ゆ
る
し
ら
波

なれ（
朱
）り
４
―
也

御
ら
ん
し
て
―
御
覧
し
つ
る
に　
　

と
る
―
と
る
を

ち
き
に
―
直　
　

う
へ
―
こ
ゑ

〔
書
陵
部
本
、
歌
を
改
行
せ
ず
〕

暮
は
―
く
れ
は

空
は
―
雲
井

をつ
ゆ
イと
―
露

つて
し
イる
―
つ
る

か
た
ろ
ふ
―
か
た
ら
ふ

つ
る
―
た
る

か
ふ
ろ
ふ
―
か
た
ら
ふ

み
きか
さ
イは

―
水
か
さ

４
「
な
」
の
字
の
中
央
に
付
さ
れ
た
ミ
セ
ケ
チ
記
号
（
〇
）
と
傍
記
「
れ
」
が
朱
。



四
六

か
く
る
ゝ
き
な
し
」（
６
ウ
）

28　

五
月
雨
に
宮
木
も
今
はや
イ

く
た
す
ら
ん

ま
つ
た
つ
み
ね
に
か
ゝ
る
村
雲

松
は
風
を
も
つ
物
な
れ
は
よ
の
つ
ね
の
雲
は
か
ゝ

ら
ね
と
も
五
月
雨
の
比
は
雲
の
か
ゝ
る
な
り
宮

き
と
は
み
山
の
木
な
り
み
山
に
む
も
れ
た
る
木
な

と
の
五
月
雨
の
水
に
な
か
れ
い
つ
る
な
れ
は
さ
み
た
れ

の
つ
よ
く
ふ
る
を
御
ら
ん
し
て
宮
木
も
今
や
く
た

す
ら
ん
と
あ
そ
は
し
た
る
也

29　

な
に
は
え
や
あ
ま
の
た
く
な
は
もた
き
イえ
わ
ひ
て

煙
も
し
め
る
五
月
雨
の
こ
ろ

あ
ま
の
た
く
な
は
と
は
浦
に
朽
た
る
な
わ
の
事
な
り
」（
７
オ
）

あ
ま
人
の
ひ
ろ
い
て
た
く
也
此
た
く
な
は
も
へ
わ
ひ
て

ふ
す
ふ
る
は
こ
て
あ
た
り
ろ
ふ
し
と
く
も
り
て
け
ふ

り
に
う
ち
し
め
る
な
り

30　

し
た
く
ゆ
る
む
か
ひ
の
森岡
イ

の
蚊
遣
火
に
思
ひ
も
え
そ
ひ
行
ほ
た
る
か
な

今
はや

イ

―
今
や

雲
の
―
雲

もた
き
イえ
―
も
え

こ
て
―
そ
の　
　

ろ
ふ
し
―
ろ
ふ
〳
〵

〔
注
５
〕　　

森岡
イ

―
森

５

30
～
32
の
和
歌
一
行
書
き
、
底
本
の
マ
マ
。



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

四
七

景
気
の
う
た
也

31　

哀
に
も
ほ
の
か
に
た
ゝ
く
水
鶏
か
な
老
の
ね
さ
め
の
あ
か
つ
き
の
空

ほ
の
か
に
は
か
す
か
な
る
事
也
今
ほ
の
き
ゝ
た
る
は
老
の

ね
さ
め
な
れ
は
と
く
ゐ
な
よ
は
り
た
る
に
つ
け
て
も

ね
さ
め
の
い
よ
〳
〵
花
な
る
と
な
り

32　

夕
た
ち
の
は
れ
行
峯
の
雲
ま
よ
り
入
日
す
ゝ
し
き
つ
ゆ
の
玉
さ
ゝ

景
気
の
哥
な
り
」（
７
ウ
） 

33　

ゆ
ゝ
す
ゝ
み
あ
し
の
は
み
た
れ
よ
る
波
に

ほ
た
る
か
す
そ
ふ
あ
ま
の
い
さ
り
火

海
辺
の
眺
望
な
り

34　

く
れ
竹
の
葉
末
か
た
よ
り
ふ
る
あ
め
に

あ
つ
さ
ひ
ま
あ
る
水
無
月
の
こ
ろ

竹
風
似
雨
と
い
ふ
事
あ
り
く
れ
竹
の
葉
の
さ
ら

〳
〵
と
さ
は
く
は
雨
の
ふ
り
く
る
に
似
し
か
れ
は

あ
つ
さ
ひ
ま
あ
る
と
い
ふ
な
り

35　

み
る
か
ら
に
か
た
へ
す
ゝ
し
き
な
つ
こ
ろ
も

日
も
夕
暮
の
山
と
な
て
し
こ

か
く
る
き
な
し
か
た
へ
す
ゝ
し
き
と
は
秋
漸
」（
８
オ
） 

ほ
の
き
ゝ
―
ほ
の
か
に
聞

く
ゐ
な
―
水
鶏
の

花
な
る
―
あ
は
れ
な
り

哥
―
御
哥

ゆ
ゝ
―
夕

と
い
ふ
―
云　
　

葉
―
葉
す
ゑ

似
―
似
た
り

あ
つ
さ
―
涼
し
き
よ
り
あ
つ
さ

か
く
る
―
か
く
る
　ゝ
　

秋
―
秋
ち
か
き
は



四
八

す
ゝ
し
き
と
也

秋
二
十
首

36　

か
た
し
き
の
苔
の
衣
の
う
す
け
れ
は

あ
さ
け
の
風
も
袖
に
た
ま
ら
す

か
た
し
き
衣
と
は
お
も
ひ
ね
の
ま
ろ
ね
な
と
し
た
る

衣
也
夏
の
あ
い
た
は
衣
の
う
す
き
事
を
も
し
ら
す

秋
に
な
り
て
風
の
た
ま
ら
す
身
に
し
む
時
苔
の

衣
う
す
き
を
し
る
也
袖
に
た
ま
ら
す
と
い
ふ
所
に

秋
の
こ
ゝ
ろ
あ
る
へ
し
本
哥
に
秋
立
て
い
く
か
も

あ
ら
ぬ
に
此
ね
ぬ
る
あ
さ
け
の
風
の
た
も
と
す
ゝ

し
も
」（
８
ウ
）

37　

よ
の
つ
ね
の
草
葉
の
露
に
し
ほ
れ
つ
ゝ

物
思
ふ
秋
と
た
れ
か
い
ひ
け
む

お
も
て
の
こ
と
し

38　

秋
さ
れ
は
い
と
ゝ
お
も
ひ
のを
イ

ま
し
は
か
る

こ
の
さ
と
人
も
袖
のや
イ

露
け
き

秋
さ
れ
は
秋
な
れ
は
と
な
り
ま
し
は
か
る
と
は
い
と
ゝ

お
も
ひ
の
ま
す
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り

か
た
し
き
―
か
た
敷
の　

ね
の
―
ね
の
時　

な
と
―
な
と
に　

事
を
も
―
事
も

ぬ
る
あ
さ
け
の
―
・ぬ

る
朝
け
のは
イ

のを
イ

―
の

のや
イ

―
の
〔「
露
け
き
」、
古
典
文
庫
「
露
け
さ
」
と
読
む
〕
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39　

お
も
ひ
や
れ
ま
し
は
の
と
ほ
そ
お
し
あ
け
て

ひ
と
り
な
か
む
る
秋
の
ゆ
ふ
へ
を

翠
帳
紅
閨
を
こ
そ
お
し
あ
け
て
御
覧
す
る
に

か
ゝ
る
御
す
ま
ひ
あ
そ
は
し
た
る
也
」（
９
オ
） 

40　

故
郷
を
わ
か
れ
ち
に
お
ふ
る
く蔦

イす
の
は
の

風
は
ふ
け
と
も
か
へ
る
世
も
な
し

本
哥
に
わ
す
る
な
よ
わ
か
れ
ち
に
お
ふ
る
く
す
の

は
の
秋
か
せ
ふ
か
は
又
か
へ
り
こ
ん
つ
ら
ゆ
き
の
本

哥
に
は
か
く
の
こ
と
く
つ
ゝ
け
ら
れ（
マ
マ
）る
な
り
我
に

風
は
ふ
け
と
も
か
へ
る
世
も
な
し
と
御
述
懐
な
り

41　

さ
き
か
ゝ
る
山
し
た
紅み
ち
も
イ葉
ま
か
ふ
ま
て

た
ま
ぬ
き
み
た
する
イ

萩
の
あ
さ
露

〔　

一
行
空
白　

〕

さ
き
か
ゝ
り
た
る
や
う
な
り
御
哥
は
あ
き
ら
か

な
り
」（
９
ウ
）

42　

い
か
に
せ
ん
く蘿

イす
は
ふ
松
の
と
き
の
ま
も

う
ら
み
て
ふ
か
ぬ
秋
風
そ
な
き

寸
の
ひ
ま
も
な
く
う
ら
み
た
る
儀
也

翠
帳
―
翠
張　
　

御
覧
す
る
に
―
御
覧
す
る
か

御
す
ま
ひ
―
御
住
居
な
れ
は
真
柴
の
戸
ほ
そ
を
し
明
て
と

わ
か
れ
ち
に
―
わ
か
れ
路　
　

く蔦

イす
―
葛

ふ
け
と
も
―
吹
と
も

か
く
の
～
な
り
―
如
此
付
侍
也　
　

我
に
―
わ
れ
は

紅み
ち
も
イ葉
―
道
も

み
た
する
イ

―
み
た
る

〔
空
白
〕
―
山
路
の
ほ
そ
き
に
両
方
よ
り
萩
の
〔
古

典
文
庫
、「
両
」
を
「
南
」
と
読
む
〕

く蘿

イす
―
葛



五
〇

43　

思
ひ
や
れ
い
と
ゝ
涙
も
ふ
る
さ
と
の

あ
れ
た
る
庭
の
秋
の
し
ら
露

い
と
ゝ
と
い
ふ
と
こ
ろ
か
ん
や
う
也

44　

な
き
ま
さ
る
わ
か
涙
に
や
色
かま
さ
イは

る

物
お
も
ふ
や
と
の
庭
の
む
ら
萩

か
く
る
ゝ
儀
な
し

45　

か
き
り
あ
れ
は
か
や
か
の
き
は
の
月
も
み
つ

し
ら
ぬ
は
人
の
ゆ
く
す
へ
の
そ
ら
」（
10
オ
）

世
間
に
定
相
な
し
と
い
へ
は
か
や
か
の
き
は
の
月
を

十
善
の
御
く
ら
ゐ
と
し
て
御
覧
せ
ら
る
へ
き
に
は

あ
ら
ね
と
も
か
き
り
あ
れ
は
御
ら
ん
す
れ
は
也

此
ま
ゝ
し
つ
む
へ
き
か
と
お
ほ
し
め
し
て
し
ら
ぬ
は

人
の
ゆ
く
す
へ
の
空
と
な
り

46　

故
里
の
一
む
ら
す
ゝ
き
い
か
は
か
り

し
け
き
の
は
ら
と
む
し
もの
イ

な
く
なら

ん
イり

本
哥
に
君
か
こ
へ
し
一
む
ら
す
ゝ
き
虫
の
ね
の

かま
さ
イは

る
―
か
は
る

か
と
お
ほ
し
め
し
て
―
〔
注
６
〕

む
し
もの
イ

な
く
なら

ん
イり

―
虫
も
啼
ら
ん

こ
へ
し
―
う
へ
し

６

書
陵
部
本
、「
と
お
ほ
し
め
せ
と
も
又
出
へ
き
か
と
思
食
て
」。
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し
け
き
の
へ
と
も
な
り
に
け
る
か
な
是
を
と
り
て

あ
そ
は
し
た
る
也

47　

野
へ
そ
む
る
か
り
の
涙
は
い
ろ
も
な
し
」（
10
ウ
）

も
の
お
も
ふ
露
の
はお
イ

き
の
さ
と
に
は

雁
来
紅
と
い
ふ
草
雁
の
こ
ゑ
を
聞
て
紅
に
な
る

な
り
し
か
れ
は
野
へ
そ
む
る
か
り
の
涙
と
あ
そ

は
し
た
る
也
此
露
も
わ
か
れ
紅
の
涙
に
く
ら
ふ
れ

は
色
も
な
し
と
あ
そ
は
し
た
る
な
り

48　

哀
な
り
た
か
つ
ら
と
て
か
は
つ
か
り
の

ね
さ
め
の
と
こ
に
涙
そ
ふ
ら
ん

た
か
つ
ら
と
て
か
と
は
た
れ
か
つ
ら
さ
と
て
か
と
い
ふ

へ
き
涙
を
お
と
す
な
り
そ
い
か
つ
ら
さ
を
か
り
の

お
と
つ
れ
に
て
わ
か
ね
さ
め
の
と
こ
に
涙
の
そ
ひ
た
る

は
た
か
つ
ら
さ
を
き
か
す
る
也
」（
11
オ
）

49　

は
れ
よ
か
し
う
き
名
をも

わ
れ
に
わ
き
も
こ
か

か
つ
ら
き
山
の
峯
の
あ
さ
き
り

わ
き
も
こ
か
と
は
ひ
さ
し
く
な
れ
た
る
こ
と
く

な
り
し
か
れ
は
か
つ
ら
き
と
つ
ゝ
け
ら
れ
た
り
朝

はお
イ

き
の
―
萩お

ほ
き
イの

わ
か
れ
紅
の
涙
―
我
紅
涙

へ
き
―
儀
也　
　

そ
い
―
蘇
武

をも

―
を　
　

わ
き
も
こ
か
―
わ
き
も
子
・か

わ
き
も
こ
か
―
わ
き
も
子　
　

こ
と
く
―
女



五
二

き
り
の
こ
と
く
う
き
な
を
は
れ
よ
か
し
と
い
へ
る
也

50　

思
野
へ
の
木
間
に
み
ゆ
る
ま
き
の
戸
に

た
え
〳
〵
か
ゝ
る
くつ
た
イす
の
秋
か
せ

人
跡
た
え
〳
〵
な
る
景
気
の
事
也

51　

お
な
し
く
は
霧
の
お
ち
葉
もの
イ

ふ
り
し
け
はな

イ

は
ろ
ふ
人
な
き
秋
の
ま
か
き
に

是
も
お
な
し
て
い
な
り
」（
11
ウ
）

52　

ぬ
れ
て
ほ
す
山
ち
の
菊
も
あ
る
も
の
を

こ
け
の
袂
は
か
わ
く
ま
もそ
イ

な
し

本
哥
に
ぬ
れ
て
ほ
す
山
ち
の
菊
の
露
の
ま
に

い
か
て
か
我
は
千
世
を
ふ
る
ら
ん
と
い
へ
り
こ
れ
を

と
り
て

53　

た
の
め
こ
し
人
の
こ
ゝ
ろ
は
あ
き
ふ
け
て

よ
も
き
か
そ
ま
に
う
つ
ら
な
く
な
り

か
く
る
ゝ
儀
な
し

54　

山
も
と
の
さ
と
の
し
る
人
の
う
す
も
み
ち

い
へ
る
也
―
い
へ
り

思
野
―
岡
の

くつ
た
イす
―
葛

〔
五
一
番
歌
―
注
７
〕　

もの
イ

―
も　
　

はな
イ

―
な

は
ろ
ふ
―
は
ら
ふ

もそ
イ

―
も

露
の
―
露
の〔「
の
」は「
も
」を
擦
り
消
し
て
上
書
き
〕

い
へ
り
―
い
へ
る

し
る
人
―
し
る
へ

７

書
陵
部
本
、
五
一
番
歌
を
改
行
せ
ず
、
五
〇
番
の
注
に
続
け
る
形
で
書
写
。　

霧
の
―
き
り
の



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

五
三

よ
そ
に
も
お
し
き
ゆ
ふ
あ
ら
し
か
な

さ
と
の
し
る
へ
あ
る
と
は
山
家
な
と
の
人
の
お
と
つ
」（
12
オ
）

る
ゝ
は
花
紅
葉
の
た
よ
り
な
り
し
か
れ
は
あ
る

し
も
な
く
さ
む
と
こ
ろ
に
う
す
も
み
ち
も
ち
る
を

見
て
あ
る
し
の
心
お
も
ひ
や
り
て
よ
そ
に
も
お

し
き
ゆ
ふ
あ
ら
し
か
な
と
あ
そ
は
し
た
る

55　

夜
も
す
か
ら
な
く
や
あ
さ
ち
の
き
り
〳
〵
す

は
か
な
く
なく
イ

る
ゝ
秋
を
う
ら
み
て

か
く
る
ゝ
儀
な
し

冬
十
五
首

56　

み
し
よ
に
も
あ
ら
ぬ
た
も
と
を
哀
と
や

を
の
れ
し
を
れ
て
と
ふ
あし
く
れ
イ

ら
し
か
な

別
の
し
さ
い
な
し
」（
12
ウ
） 

57　

ふ
ゆ
く
れ
は
庭
の
よ
も
き
か
し
た
もは
れ
イえ

て

か
れ
は
の
う
へ
に
月
そ
さ
へ
行

此
ま
ゝ
の
御
哥
な
り

し
る
へ
―
〔
注
８
〕

た
る
―
た
る
な
り

なく
イ

る
ゝ
―
暮
る

あし
く
れ
イ

ら
し
―
時
雨

別
の
―
別
に

よ
も
き
か
―
よ
も
き
も　
　

もは
れ
イえ

―
も
え

８

底
本
、「
し
る
へ
」
の
「
へ
」
は
、「
人
」
を
擦
り
消
し
て
上
書
き
。



五
四

58　

し
も
か
れ
のは
イ

お
花
ふ
み
わ
け
行
鹿
の

声
こ
そ
き
か
ね
あ
と
は
見
え
け
り

か
く
る
ゝ
儀
な
し

59　

お
の
つ
か
ら
と
ふ
か
ほ
な
り
し
荻は
き
イの

は
も

か
れ
〳
〵
に
ふ
く
風
の
さは
け
し
き
イ

む
け
き

と
ふ
か
ほ
と
は
と
ひ
か
を
な
り

60　

神
無
月
し
く
れ
と
ひ
わ
け
行
か
り
の

つ
は
さ
ふ
き
ほ
す
嶺
の
こ
か
ら
し
」（
13
オ
）

か
く
る
ゝ
儀
な
し

61　

こ
そ
よ
り
はも
イ

に
は
の
も
み
ち
の
ふ
か
き
か
な

な
み
た
や
い
と
ゝ
し
く
れ
そ
ふ
ら
む

紅
葉
の
か
す
の
吹
き
に
あ
ら
す
色
の
ふ
か
き
こ
と

な
り
よ
そ
の
も
み
ち
は
し
く
れ
は
か
り
や
庭
に
は

の
紅
葉
は
涙
に
し
く
れ
を
く
わ
へ
つ
る
ほ
と
に

庭
の
紅
葉
の
ふ
か
き
か
な
と
な
り

62　

あ
を
む
と
て
う
ら
み
し
山
も
ほ
と
も
な
く

のは
イ

―
の

荻は
き
イ―

荻

さは
け
し
き
イ

む
け
き
―
寒
け
さ

はも
イ

―
は

吹
き
に
９
―
ふ
か
き
に

は
か
り
や
―
は
か
り
な
り　
　

庭
に
は
―
庵
庭

も
な
く
―
過
て

９

底
本
、「
き
に
」
の
部
分
、
そ
れ
を
書
写
し
た
小
紙
片
を
貼
付
。



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

五
五

ま
た
し
も
か
れ
の
風
お
ろ
す
な
り

飛
花
落
葉
も
一
栄

63　

立
田
山
ま
か
ふ
木
葉
の
ゆ
か
り
と
て
」（
13
ウ
）

ゆ
ふ
つ
け
と
り
に
こ
か
ら
し
の
風

本
哥
に
た
つ
た
山
ね
く
ら
の
こ
の
葉
ち
り

は
て
ゝ
夕
つ
け
と
り
の
い
ろ
そ
の
こ
れ
る
こ
れ

を
と
り
て
庭
鳥
は
こ
の
は
の
ゆ
か
り
と
あ
そ

は
し
た
る
也

64　

ち
り
し
け
る
錦
もは
こ
れ
も
イ

け
ふ
は
た
え
ぬ
へ
し

も
み
ち
ふ
み
わ
け
か
へ
る
山
人

ふ
る
さ
と
に
し
き
の
み
た
の
も
し
く
お
ほ
し

め
し
つ
る
に
あ
ま
つ
さ
へ
こ
の
に
し
き
た
へ
ぬ
へ
し

と
な
り
い
か
ん
と
な
れ
は
こ
の
や
ま
人
の
ふ
み
分

て
我
に
し
き
に
な
す
こ
と
よ
と
あ
そ
は
し
た
る
也
」（
14
オ
）

65　

冬
こ
も
るり
イ

さ
ひ
し
さ
お
も
ふ
あ
さ
な
〳
〵

つ
ま
き
の
み
ち
を
う
つ
む
白
雪

一
栄
―
一
栄
一
楽
（
マ
マ
）な
り

もは
こ
れ
も
イ

け
ふ
は
―
もは
イ

け
ふ
は

ふ
る
さ
と
―
〔
注
10
〕　　

の
み
―
の
み
を

に
し
き
―
に
し
き
も

や
ま
人
―
山

るり
イ

―
る

10

書
陵
部
本
、「
古
郷
へ
は
に
し
き
を
き
て
か
へ
る
と
い
ふ
本
文
あ
り
然
は
も
み
ち
の
」。



五
六

御
さ
ひ
し
き
か
ん
の
み
や

66　

山
風
の
つ
も
れ
は
や
か
て
吹
た
て
ゝ

ふ
れり
も
と
イ

と
た
ま
ら
ぬ
峯
の
白
雪

お
も
て
の
こ
と
し

67　

さ
な
か
ら
や
ほ
と
け
の
花
に
お
ら
せ
ま
し

し
き
み
の
枝
に
つ
もふ
れ
イる

し
ら
雪

ほ
と
け
の
花
と
は
さ
く
ら
に
か
き
る
へ
し
本
哥
に

ほ
と
け
に
は
さ
く
ら
の
は
な
を
た
て
ま
つ
れ
わ
か
の
ち

の
よ
を
人
と
ふ
ら
は
ゝ
と
よ
め
る
春
く
れ
は
ね
」（
14
ウ
） 

は
ん
に
あ
へ
る
も
の
な
れ
は
仏
の
は
な
と
も
ち
ひ

た
り
し
き
ひ
の
ゑ
た
に
雪
の
つ
も
り
た
る
は

さ
な
か
ら
ほ
と
け
の
は
な
に
お
ら
せ
ま
し
と
や

68　

け
さ
見
れ
は
仏
の
あ
か
に
つ
む
花
のも
イ

い
つ
れ
成
ら
む
雪
の
む
も
れ
木

お
も
て
の
こ
と
し

69　

お
く
山
の
ふ
す
猪
の
と
こ
や
あ
れ
ぬ
ら
ん

か
る
も
ゝ
た
え
ぬ
雪
の
むし
る
し
は

も
れ
木

か
る
も
か
く
は
木
の
枝
な
と
を
と
り
あ
つ
め
て
猪
し
ゝ

御
さ
ひ
し
き
―
さ
ひ
し
き　
　

や
―
な
り

ふ
れり
も
と
イ

と
た
ま
ら
ぬ
―
ふ
れ
と
た
ま
ら
ぬ

つ
もふ
れ
イる

―
つ
も
る

よ
め
る
春
く
れ
は
―
よ
め
り
桜
は

お
ら
せ
―
お
ほ
せ　

と
や
―
と
な
り

のも
イ

―
の

むし
る
し
は

も
れ
木
―
し
る
し
は

猪
し
ゝ
―
猪



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

五
七

の
ふ
み
所
を
雪
の
ふ
る
へ
き
所
に
こ
し
ら
へ
る
也

70　

か
そ
ふ
れ
は
こと
し
の
く
る
ゝ
は
イ

と
し
の
く
れ
は
し
ら
る
れ
と
」（
15
オ
） 

雪
か
く
ほ
と
の
い
と
な
み
も
な
し

雪
を
か
く
は
禁
中
に
て
い
ろ
〳
〵
う
へ
木
に
か
ゝ
り

た
る
を
は
ら
は
せ
ら
る
ゝ
な
り
遠
嶋
の
御
す
ま
ひ

な
れ
は
ゆ
き
か
く
ほ
と
の
い
と
な
み
も
な
し
と
也

雑
三
十
首

71　

い
に
し
へ
の
契
り
も
む
な
し
す
み
よ
し
をや
イ

わ
か
か
た
そ
き
の
か
み
と
た
の
め
と

す
み
よ
し
の
明
神
を
か
た
そ
き
と
申
也
し
か
れ
は

か
の
明
神
を
ひ
と
へ
に
御
た
の
も
し
く
お
ほ
し
め
し

け
る
に
か
ゝ
る
御
あ
り
さ
ま
な
れ
は
ち
き
り
も
む

な
し
と
や
」（
15
ウ
） 

72　

と
へ
か
し
な
雲
の
う
へ
よ
り
こ
し
か
り
の

ひ
と
り
と
も
な
き
う
ら
みに
イ

な
く
ね
を

ひ
と
り
と
も
な
き
と
は
な
き
と
も
な
き
な
り
雲
の

ふ
み
―
ふ
す　
　

へ
き
―
へ
き
へ
き

こと
し
の
く
る
ゝ
は
イ

と
し
の
く
れ
は
―
今
年
の
暮
は

禁
中
―
内
裏　
　

い
ろ
〳
〵
―
色
々
の

た
る
―
た
る
雪

をや
イ

―
や

ひ
と
へ
に
―
偏　
　

お
ほ
し
め
し
―
お
ほ
し

と
や
―
と
な
り

な
き
―
な
きく
イ　

　

う
ら
みに
イ

―
恨

と
は
～
な
り

11

―
と
は
な
き
友
も
な
き
と
也

11

底
本
、「
は
な
き
と
も
」
の
部
分
は
、
そ
れ
を
書
写
し
た
小
紙
片
を
貼
付
。



五
八

う
へ
禁
中
の
こ
と
也

73　

な
ま
し
ひ
に
い
け
れ
は
う
れ
し
露
の
命

あ
ら
は
あう
き
せ
イ

ふ
せ
を
ま
つ
と
な
け
れ
はと
イ

御
出
身
の
儀
な
け
れ
と
も
い
け
れ
は
う
れ
し
と
な
り

な
ま
し
ひ
と
は
か
す
な
ら
ね
と
も
の
心
也

74　

も
し
ほ
や
く
あ
ま
の
た
く
な
は
う
ち
は
へ
て

く
る
し
と
た
に
も
ゆ
ふ
か
た
そ
な
き

う
ち
は
へ
て
と
は
わ
さ
と
な
り
あ
ま
の
た
く
」（
16
オ
）

な
は
と
あ
ま
の
う
け
な
は
を
お
き
に
て
う
ち
は

へ
て
い
そ
に
て
そ
の
な
は
を
た
く
る
な
り
我
お
も
ひ

の
色
を
わ
さ
と
と
ふ
人
は
な
く
て
つ
か
ひ
な
と
の

お
と
つ
れ
を
う
ら
め
し
く
さ
て
こ
そ
う
ち
は
へ
て

く
る
し
と
た
に
も
い
ふ
か
た
そ
な
き
と
あ
そ

は
し
た
れ

75　

か
も
め
な
く
入
江
にの
イ

し
ほ
は
み
つ
な
へ
に

あ
し
の
う
き
葉
を
あこ
ゆ
る
イ

ら
ふ
白
波

み
つ
な
へ
と
は
し
を
の
ま
な
り

76　

波
まわ
け
て
イ

わ
け
お
き
の
み
な
と
に
入
舟
の

禁
中
―
内
裏

あう
き
せ
イ

ふ
せ
―
あ
ふ
世　
　

な
け
れ
はと
イ

―
な
け
れ
と

ゆ
ふ
―
い
ふ

な
は
と
―
な
は
と
は 　
な
は
を
お
き
に
て
―
な
は
奥
に

わ
さ
と
―
態

にの
イ

―
に

あこ
ゆ
る
イ

ら
ふ
―
こ
ゆ
る

ま
な
り
―
満
な
り

波
まわ
け
て
イ

わ
け
―
浪
ま
分



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

五
九

わ
れ
そ
こ
か
る
ゝ
た
え
ぬ
お
も
ひ
に
」（
16
ウ
）

お
も
て
の
こ
と
し

77　

し
ほ
風
に
こ
ゝ
ろ
も
い
と
ゝ
み
た
れ
あ
し
の

ほ
に
出
て
な
け
と
と
ふ
人
も
な
し

ほ
に
出
て
な
く
と
は
あ
ら
は
れ
て

な
く
と
な
り

78　

さ
と
と
を
みき
イ

き
ね
か
か
く
ら
の
こ
ゑ
す
み
て

お
の
れ
も
ふお
わ
る
イ

く
る
ま
と
の
と
も
し
火

79　

長
き
よ
を
な
か
〳
〵
あ
か
す
と
も
と
て
や

夕
つ
け
鳥
の
こ
ゑ
そ
ま
ち
か
き

お
も
て
の
こ
と
し

80　

と
わ
る
ゝ
も
う
れ
し
く
も
な
きし
イ

此
う
み
を
」（
17
オ
） 

わ
た
ら
ぬ
人
の
な
け
の
な
さ
け
は

な
け
の
な
さ
け
は
い
つ
は
り
の
な
さ
け
と
か
け
り

み
や
こ
よ
り
ふ
み
ま
い
ら
せ
た
り
け
れ
は
御
返
事

な
り

81　

あ
か
つ
き
の
夢
を
は
か
な
み
ま
と
ろ
め
は

い
や
は
か
な
ゝ
る
松
風
そ
ふ
く

と
を
みき
イ

―
遠
み

ふお
わ
る
イ

く
る
―
更
る

な
きし

イ

―
な
き



六
〇

い
や
は
か
な
は
い
よ
〳
〵
は
か
な
き
な
り
よ
ひ
よ
り

し
て
う
れ
い
に
し
つ
め
は
ま
と
ろ
む
事
な
し

あ
け
か
た
な
と
に
お
と
ろ
か
さ
れ
て
夢
み
つ
る

は
か
り
な
り
さ
て
こ
そ
い
や
は
か
な（
マ
マ
）る

松
風
な
り

82　

と
に
か
く
に
つ
ら
き
は
お
き
の
し
ま
つ
鳥
」（
17
ウ
）

う
き
を
は
おな
れ
イの

か
名
に
や
こ
た
へ
ん

し
ま
つ
鳥
と
は
鵜
の
事
な
り
我
名
を
う
と
は

へ
れ
は
世
上
の
う
き
事
を
な
れ
か
上にこ
た
へ
て
う
と
い
ふ

ほ
と
に
と
に
か
く
に
つ
ら
き
と
あ
そ
は
し
た
り

な
れ
は
な
ん
ち
と
い
ふ
き
也

83　

す
き
に
け
る
年
月
さ
へ
そ
う
ら
め
し
き

今
し
も
か
ゝ
る
も
の
お
も
ふ
身こ
と
イは

か
く
る
ゝ
儀
な
し

84　

夕
月
よ
入
江
に
し
ほ
や
み
ち
ぬ
ら
ん

な
と
に
―
な
と
に
少
ま
と
ろ
む
を
松
風
に

は
か
り
な
り
―〔
注
12
〕　

松
風
な
り
―
松
風
と
な
り

おな
れ
イの

か
―
お
の
か

う
と
―
う
と〔
二
文
字
擦
り
消
し「
う
と
」と
上
書
き
〕

上に
―
う
へ
に

な
れ
は
―
な
れ
か
は

〔
八
三
番
歌
―
注
13
〕

身こ
と
イは
―
身
は

12

書
陵
部
本
、「
な
り
」
の
「
り
」
を
擦
り
消
し
、
右
に
「
り
」、
左
に
「
し
」
と
書
写
。
古
典
文
庫
は
「
な
り
し
」
と
読
む
が
、「
な
り
」

ま
た
は
「
な
し
」
の
二
つ
の
本
文
を
示
す
か
。

13

書
陵
部
本
、
改
行
し
、
八
二
番
の
注
と
同
じ
高
さ
か
ら
歌
を
書
く
。



鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
遠
嶋
百
首
抄
』
翻
刻
・
校
異

六
一

あ
し
の
う
き
葉
の
た
つ
の
も
ろ
声

85　

お
き
の
う
み
ひ
と
り
や
き
つ
る
さ
夜
千
鳥
」（
18
オ
） 

鳴
音
に
ま
か
ふ
磯
の
松
風

千
鳥
の
な
く
を
よ
ふ
け
か
た
に
き
か
ん
と
お
ほ
し

め
し
け
れ
は
い
そ
の
松
風
に
ま
か
ひ
て
さ
た
か
に

な
し
千
鳥
お
ゝ
く
さ
た
か
に
き
こ
え
な
を
ひ

と
り
や
き
つ
る
松
風
に
ま
か
ふ
と
な
り

86　

日
に
そ
へ
て
し
け
り
そ
ま
さ
る
あ
を
つ
ゝ
ら

く
る
人
も
な
き
ま
き
の
い
た
と
に

人
の
あ
と
た
へ
た
る
つ
ゝ
ら
し
け
る
草
な
り

87　

な
に
と
な
き
む
か
し
か
た
り
に
袖
ぬ
れ
て

ひ
と
り
ぬ
る
よ
も
つ
ら
き
か
ね
か
な

ひ
と
り
ぬ
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
心
を
つ
け
へ
し
」（
18
ウ
） 

88　

人
心
う
し
と
も
い
わ
し
む
か
し
よ
り

く
る
ま
を
く
た
く
み
ち
に
た
と
へ
き

も
ろ
こ
し
に
大
庵
路
有
後
道
は
ひ
ろ
し
と

い
へ
と
も
く
る
ま
を
た
に
も
く
た
く
れ
は
な
り
我

心
う
し
と
も
い
わ
し
と
な
り

〔
八
五
番
歌
―
書
陵
部
本
ナ
シ
〕

よ
ふ
け
―
さ
夜
更

さ
た
か
に
―
さ
た
か
に
も

千
鳥
―
鵆
の　
　

き
こ
え
な
を
―
き
こ
ゆ
へ
き
を

ま
か
ふ
―
ま
よ
ふ

た
る
―
た
る
な
り〔「
て
」に「
た
」と
上
書
き
〕

つ
け
へ
し
―
付
へ
し

大
庵
路
―
大
廣
路　
　

後
―
後彼
か

心
―
心
に
罪
あ
り
て
流
罪
な
さ
れ
は
人
こ
ゝ
ろ



六
二

89　

よ
そ
ふ
へ
き
む
ろ
の
や
し
ま
もの
イ

遠
け
れ
は

お
も
ひ
の
け
ふ
り
い
か
ゝ
ま
か
へ
む

よ
そ
ふ
へ
き
と
は
く
ら
ふ
へ
き
と
也

90　

は
れ
や
ら
ぬ
身
の
う
き
雲
を
い
と
ふ
ま
に

我
世
の
月
の
影
そや
イ

ふ
け
ぬ
る

御
し
ゆ
つ
く
わ
い
の
御
哥
な
り
」（
19
オ
）

91　

み
ほ
の
う
み
を
月
と
と
も
に
や
出
ぬ
ら
ん

を
き
の
外
山
に
ふ
く
る
か
り
か
ね

お
き
の
と
を
し
ま
と
は
か
り
か
り
か
音
と
を
さ
か
り

行
な
り
す
る
か
の
み
ほ
の
う
ら
を
月
と
か
り
か
ね
と

と
も
に
い
て
た
れ
は
月
の
入
ま
て
こ
ゝ
に
は
な
く
て

月
を
は
の
こ
し
か
り
は
と
を
さ
か
る
ほ
と
に
お
き

の
遠
嶋
に
ふ
く
る
か
り
か
音
と
な
り

92　

う
し
と
た
に
岩
波
た
か
しき
イ

よ
し
の
か
は

よ
し
や
世
の
中
お
も
ひ
すす
て
ゝ
き
イ

つ
へ
き

お
も
て
の
こ
と
し

もの
イ

―
も

そや
イ

―
そ

を
き
の
外
山
に
―
奥
の
遠
嶋

お
き
の
―
お
き　
　

か
り
か
り
か
音
―
か
り
か
ね

か
り
か
ね
と
―
か
り
か
ね
も

〔
九
二
番
歌
―
注
14
〕　　

た
か
しき

イ

―
高
き

すす
て
ゝ
き
イ

つ
へ
き
―
捨
て
き

14

書
陵
部
本
で
は
配
列
が
異
な
り
、
91
、
93
～
97
、
92
、
98
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
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93　

わ
れ
こ
そ
は
に
ゐ
し
ま
も
り
よ
お
き
の
う
み
の
」（
19
ウ
）

あ
ら
き
波
風
こ
ゝ
ろ
し
て
ふ
け

に
ゐ
し
ま
も
り
と
は
あ
た
ら
し
き
し
ま
も
り
や

94　

お
も
ふ
こ
と
な
く
て
こ
ゝ
ろ
や
な
く
さ
ま
ん
と

み
や
こ
と
り
た
に
あ
ら
は
と
は
ま
し

本
哥
の
ま
ゝ
の
こ
る
う
た
な
り

95　

こ
と
つ
て
ん
み
や
こ
ま
て
も
し
さ
そ
は
れ
ては
イ

あ
な
し
の
風
に
ま
か
ふ
村
雲

こ
れ
も
の
こ
る
な
り

96　

と
に
か
く
に
人
の
こ
ゝ
ろ
はも
イ

み
え
は
て
ぬ

う
き
や
野
守
の
鏡
な
る
ら
ん

の
も
り
の
鏡
と
は
人
の
善
悪
を
み
る
鏡
な
り
こ
の
」（
20
オ
）

哥
に
う
き
事
を
の
も
り
の
か
ゝ
み
と
あ
そ
は
し

た
る
は
御
よ
の
時
は
い
つ
れ
も
お
そ
る
ゝ
ほ
と
に

人
の
せ
ん
あ
く
も
な
し
遠
嶋
の
御
時
等
閑
な
き

も
の
は
ま
い
り
心
さ
し
な
き
人
は
ま
い
ら
ね
は
さ

て
こ
そ
う
き
や
野
守
の
鏡
な
る
ら
ん
と
な
り

97　

ふ
る
さ
と
の
こ
け
の
い
わ
は
し
い
か
は
か
り

お
き
の
―
奥
の

や
―
也

本
哥
の
ま
ゝ
の
こ
る
う
た
―
残
本
ノ
マ
ヽ哥

ては
イ

―
は

の
こ
る
―
残

はも
イ

―
は

御
時
―
御
時
は



六
四

を
の
れ
あ
れ
て
も
恋
は
た
る
ら
ん

此
岩
橋
と
は
雲
井
の
橋
な
と
ゝ
い
ふ
な
り
紫
震

殿
な
と
の
か
よ
ひ
ち
の
橋
な
る
へ
し
そ
の
橋
も
人

跡
た
ゆ
れ
は
あ
を
き
こ
け
日
に
〳
〵
あ
つ
く
し
て

お
の
れ
あ
れ
て
も
と
あ
そ
は
し
た
る
也
」（
20
ウ
）

98　

お
な
し
世
に
ま
た
す
み
の
江
の
月
や
み
ん

い
ま
こ
そ
よ
そ
の
お
き
つ
嶋
守

お
な
し
世
に
と
は
御
一
世
の
あ
い
た
に
と
い
ふ
き
也

ま
た
す
み
の
江
の
月
や
み
ん
と
禁
中
の
月
を
み
ん

と
の
こ
ゝ
ろ
な
り

99　

な
ひ
か
す
は
ま
た
や
は
か
み
に
たた
む
く
イ

の
む
へ
き

お
も
へ
は
か
な
し
わ
か
の
う
ら
な
み

和
哥
の
浦
と
は
に
つ
ほ
ん
を
わ
こ
く
と
い
へ
は
ま
た

や
は
神
に
た
の
む
へ
き
と
は
ま
た
か
へ
す
へ
き
と
の

な
り
新
国
の
く
に
て
あ
り
つ
る
を
中
こ
ろ
よ
り

も
と
の
ま
ゝ
に
〔　

空
白　

〕
し
か
れ
は
に
つ
ほ
ん
」（
21
オ
）

の
も
の
わ
れ
に
な
ひ
か
す
は
新
国
へ
か
へ
す
へ
き

と
あ
そ
は
し
た
る
な
り

は
た
る
―
わ
た
る

此
―
苔
の　

紫
震
―
し
ゝ
ん
〔
古
典
文
庫

「
し
ん
」
と
読
む
〕

あ
を
き
こ
け
―
青
苔

お
き
―
奥

月
や
み
ん
と
―
月
や
み
ん
と
は

たた
む
く
イ

の
む
―
頼
む

た
の
む
―
た
む
く　
　

と
の
―
と
の
義

新
国
の
く
―
神
国

も
と
の
ま
ゝ
に〔　

空
白　

〕―
わ
出
本
ノ
マ
にヽ
な
し
た
り

新
国
へ
―
神
国
に
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100　

と
へ
か
し
な
大
宮
人
の
情心

イ

あ
ら
は

さ
す
か
に
玉
の
緒
た
へ
せ
ぬ
身
を

お
ゝ
宮
人
と
は
た
い
り
人
な
り

〔
六
行
空
白
〕」（
21
ウ
）

よ
し
き
よ
か
女
か
き
あ
つ
め
さ
せ
た
ら
む
御
哥
の

み
た
き
よ
し
女
房
に
い
た
く
せ
め
申
け
れ
は
こ
の

御
百
首
の
う
ち
点
合
た
ま
ひ
た
る
五
十
首
を
全
て

は
え
ら
れ
た
る
三
首

哀
な
り
に
し
き
の
戸
は
り
引
か
へ
て

あ
ま
の
苫
屋
は
月
も
た
ま
ら
す

天
津
風
雲
の
う
へ
よ
り
な
か
め
こ
し

月
も
夢
と
や
わ
れ
を
み
る
ら
む

お
の
つ
か
ら
お
も
ふ
か
た
よ
り
か
よ
ひ
こ
し

情心
イ

―
情

緒
た
へ
せ
ぬ
身
を
―
緒
た
に
け
ぬ
世
を

さ
せ
―
ら
れ（
松
書
）　

御
哥
の
―
御
哥（
森
）

せ
め
申
―
せ
め
（
書
）

御
百
首
―
百
首
（
書
）　
〔
注
15
〕　
〔
注
16
〕

〔
注
17
〕

月
も
―
月
（
松
）

月
も
―
月
そ
（
書
）

か
よ
ひ
―
さ
そ
ひ
（
書
）

15

点
合
た
ま
ひ
た
る
―
て
ん
あ
ら
わ
れ
た
る
を
（
松
）
―
哀
な
る
を
（
書
）

16

五
十
首
を
―
五
十
首
をに
イ

（
森
）
―
五
十
首
（
松
）
―
〔
ナ
シ
〕（
書
）

17

全
て
～
た
る
三
首
―
書
く
は
へ
ら
れ
た
り
け
る
三
首
（
森
）
―
書
く
せ
ら
れ
た
り
け
る
（
松
）
―
三
首
書
つ
け
ら
れ
た
り
け
る
（
書
）



六
六

う
ら
か
せ
た
へ
て
わ
ふ
と
告
こ
せ

こ
の
は
し
め
の
御
製
は
日
吉
の
十
首
の
う
ち
也
」（
22
オ
）

出
雲
の
浦
に
て
む
か
ひ
の
山
に
道
の
あ
ま
た

見
え
侍
り
け
る
を
御
ら
ん
し
て

都
へ
と
た
れ
ふ
み
わ
け
て
過
き
け
む

む
か
へ
の
山
の
み
ち
も
む
つ
ま
し

〔
七
行
空
白
〕」（
22
ウ
）

御
所
の
長
哥

ふ
く
風
の　
　
　

た
よ
り
う
れ
し
く

み
つ
く
き
の　
　

あ
と
は
つ
か
し
く

お
も
へ
と
も　
　

人
の
こ
ゝ
ろ
は

春
か
す
み　
　
　

立
へ
た
ゝ
り
て

そ
の
ゝ
ち
は　
　

お
も
ひ
や
る
さ
へ

〔
注
18
〕　

わ
ふ
と
―
我
に
（
書
）　
〔
注
19
〕

こ
の
―
此
う
ち（
森
松
）―
此
う
き（
書
）　
〔
注
20
〕

〔
注
21
〕　

浦
―
浦
半
（
書
）

侍
り
～
し
て
―
け
る
を
御
覧
し
て（
松
）―
た
る
を（
書
）

む
か
へ
―
む
か
ひ
（
森
松
書
）

18

た
へ
て
―
た
えへ

イ

て
（
森
）
―
絶
て
（
松
）
―
た
え
す
（
書
）

19

森
文
庫
本
、
一
行
空
白
に
し
て
「
此
う
ち
」
～
「
御
覧
し
て
」
を
書
写
し
、
一
行
空
白
に
し
て
「
み
や
こ
へ
と
」
歌
を
書
写
。

20

日
吉
の
―
ひ
の
え
の
（
書
）

21

松
平
文
庫
本
、「
出
雲
」
で
改
行
せ
ず
、「
内
也
」
に
続
け
て
書
写
。
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六
七

は
る
〳
〵
と　
　

ほ
と
は
雲
井
の

か
り
か
ね
の　
　

玉
つ
さ
た
に
も

か
き
た
へ
て　
　

な
き
を
と
つ
れ
を

ま
つ
ら
か
た　
　

こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の

君
ゆ
へ
に　
　
　

身
は
う
さ
の
み
や
」（
23
オ
）

ま
す
か
ゝ
み　
　

影
を
な
ら
へ
し

よ
な
〳
〵
の　
　

ま
く
ら
の
な
み
た

と
こ
の
ち
り　
　
〔　

空
白　

〕
あ
へ
ぬ

わ
か
そ
て
の　
　

霜
さ
む
し
ろ
の

ひ
と
り
ね
は　
　

つ
か
は
ぬ
を
し
の

な
ら
ひ
に
や　
　

ゆ
め
さ
へ
う
す
く

な
り
ぬ
ら
ん　
　

な
み
た
か
は
か
ぬ

こ
ひ
こ
ろ
も　
　

き
み
か
過
に
し

ふ
る
さ
と
は　
　

返
し
て
あ
と
は

た
ひ
の
や
と　
　

た
ゝ
か
り
そ
め
の

草
ま
く
ら　
　
　

あ
た
に
む
す
ふ
の
」（
23
ウ
）

神
か
け
て　
　
　

ち
か
ひ
し
事
は

わ
す
れ
き
つ　
　

た
の
む
は
あ
さ
き



六
八

こ
ゝ
ろ
と
そ　
　

お
も
ひ
な
か
ら
も

あ
ふ
こ
と
の　
　

い
つ
と
な
き
身
は

七
夕
の　
　
　
　

ま
れ
に
あ
ふ
よ
の

あ
ま
の
川　
　
　

わ
た
り
も
あ
へ
ぬ

き
ぬ
〳
〵
の　
　

契
う
ら
や
む

さ
か
な
さ
も　
　

と
ふ
人
あ
ら
は

い
わ
し
ろ
の　
　

松
風
か
よ
ふ

庭
の
萩（
マ
マ
）木　
　
　

夢
は
草
は
の

な
を
か
へ
て　
　

我
は
し
の
ふ
の
」（
24
オ
）

か
ひ
も
な
く　
　

人
は
わ
す
れ
て

と
し
月
を　
　
　

ふ
る
か
ら
を
の
ゝ

山
ふ
か
み　
　
　

雪
ふ
み
わ
け
て

い
に
し
へ
の　
　

人
な
ら
ね
と
も

わ
す
れ
て
は　
　

夢
と
そ
お
も
ふ

お
も
ひ
き
や　
　

あ
ひ
み
し
と
き
は

も
ろ
と
も
に　
　

い
き
て
か
わ
ら
し

あ
た
し
世
の　
　

お
く
れ
さ
き
た
つ

か
き
り
あ
れ
は　

こ
う
の
斤
の
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六
九

し
た
ま
て
も　
　

ち
か
ひ
し
よ
は
の

か
ね
こ
と
も　
　

う
き
い
つ
は
り
に
」（
24
ウ
）

な
る
み
か
た　
　

身
を
い
つ
く
に
か

お
き
つ
な
み　
　

あ
れ
の
み
ま
さ
る

ね
や
の
う
ち　
　

す
み
う
か
れ
た
る

秋
の
月　
　
　
　

ふ
け
行
空
は

お
し
け
れ
と　
　

君
か
あ
た
り
を

な
に
と
な
く　
　

に
し
そ
と
き
け
は

よ
そ
へ
つ
　ゝ
　

か
た
ふ
く
か
け
の

い
そ
か
く
れ　
　

い
る
山
の
は
そ

な
つ
か
し
き　
　

時
雨
る
ゝ
空
の

は
れ
く
も
り　
　

さ
た
め
な
き
世
の

か
は
り
ゆ
く　
　

人
の
こ
ゝ
ろ
の
」（
25
オ
）

あ
き
風
に　
　
　

涙
の
袖
の

露
こ
と
に　
　
　

き
へ
も
は
て
な
は

か
く
は
か
り　
　

も
の
は
お
も
は
し

よ
し
さ
ら
は　
　

人
の
つ
ら
□〔
さ
〕も

身
の
う
さ
も　
　

あ
と
な
き
夢
に



七
〇

な
る
へ
き
か　
　

あ
り
し
ち
き
り
の

た
ゝ
な
ら
て　
　

わ
す
れ
か
た
み
の

な
て
し
こ
の　
　

ま
か
き
に
花
は

さ
き
草
の　
　
　

み
つ
は
よ
つ
は
に

と
の
つ
く
り　
　

い
ゑ
〳
〵
さ
か
ふ

た
の
し
み
と　
　

つ
た
へ
て
き
く
も
」（
25
ウ
）

う
れ
し
き
に　
　

の
こ
ら
む
こ
と
は

あ
り
そ
う
み
の　

は
ま
の
ま
さ
こ
は

つ
く
る
と
も　
　

か
き
つ
く
す
へ
き

筆
あ
ら
し

〔
七
行
空
白
〕」（
26
オ
）

な
か
む
れ
は
宇
治
の
川
せ
の
朝
霧
に

と
を
さ
か
り
行
舟
お（
マ
マ
）し

そ
お
も
ふ

さ
ら
し
な
や
ま（
マ
マ
）の

月
も
よ
そ
な
ら
ん

た
ゝ
ふ
し
み
江
の
秋
の
夕
く
れ

哀
て
ふ
柴
の
庵
は
さ
ひ
し
き
に

こ
れ
や
そ
ゝ
ろ
に
山
お
ろ
し
の
風

ふ
し
み
に
や
か
り
ね
の
と
こ
の
夢
さ
め
て
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七
一

な
（
マ
マ
）

く
か
な
か
ぬ
雁
の
一
む
ら

千
と
せ
そ
と
ち
き
り
し
松
の
若
み
と
り

な
か
め
し
ま
ゝ
に
十
か
へ
り
の
花

お
も
ひ
き
や
な
か
め
に
あ
か
ぬ
み
と
り
子
の
」（
26
ウ
）

き
れ
は
き
ら
る
ゝ
う
ゐ
の
二
つ
や

松
の
名
の
い
く
千
世
も
へ
ん
た
め
し
に
も

国
も
ゆ
た
か
に
た
み
も
さ
か
ゆ
く

〔
八
行
空
白
〕」（
27
オ
）


